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はじめに 

 

大阪教育大学では，文部科学省より「令和5年度 教師の養成・採用・研修の一体的改革

推進事業」を受託し，実施テーマ3「理論と実践の往還を通じた教育実習等の在り方に関す

る研究」をおこないました。本調査結果は，この研究の成果報告の1つで，グループインタビュ

ー調査の記録です。 

 

本研究では，教員養成大学や教職課程を有する国公私立の短期大学および4年制大学に

webアンケート調査とグループインタビュー調査をおこない，教育実習の実態や，中教審答申

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～「新たな教

師の学びの姿」の実現と，多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～」において示

された教育実習のあり方等についての見解を取りまとめ，それらを参考にして，「教育効果の

改善に資する教育実習等実施のガイドライン」を作成しました。 

 

ガイドラインやその他の調査結果は，下記のURLからご覧いただけます。ご一読いただきます

れば幸いです。 

https://osaka-kyoiku.ac.jp/faculty/practice/tyosakenkyu/guideline.html 

 

なお，末筆になりましたが，本調査にご回答いただきました各大学の教職員の皆様，インタ 

ビュー調査にご回答くださいました各大学の教員の皆様，ご多忙にもかかわらず長時間にわた

る回答作業にご協力賜りまして，誠にありがとうございました。心より厚く御礼申し上げます。 

また，本調査に取り組むにあたり，大阪府教育委員会，大阪市教育委員会，堺市教育委員会，

八尾市教育委員会，柏原市教育委員会，羽曳野市教育委員会，奈良県香芝市教育委員会，近

畿大学，畿央大学の教職員の皆様から有意義なご指摘やご意見をいただきました。この場をお

借りして改めて心より感謝申し上げます。 

 

                                            令和6年3月 

                                            大阪教育大学  石川  聡子 

 

 

 

  

https://osaka-kyoiku.ac.jp/faculty/practice/tyosakenkyu/guideline.html
https://osaka-kyoiku.ac.jp/faculty/practice/tyosakenkyu/guideline.html
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１．調査方法 

 

３大学から各１名計３名の教員を調査対象者として１グループを構成し、司会（モデレータ）による進

行のもと、９０分間程度で、オンラインにより，教育実習等の実態や中教審答申における教育実習のあり

方等について意見を聞き取り、定性的に情報を収集した。 

１８大学（うち１短期大学を含む）に調査依頼をおこない、調査に参加したのは１７大学、回答率は 

９４．４％であった。調査対象大学の所在地方、国立・公立・私立の別は下表の通りである。 

調査実施は、令和５年 9月２１日～10月２５日であった。 

 

             表  グループインタビュー調査の対象大学 

   国立大学   公立大学   私立大学 計 

北海道   0  0      0 0 

東北   1  0      0 1 

関東   0  0        1(1)        1(1) 

東京   1  0      5 6 

中部   0  1      2 3 

近畿   1  0        3※ 4 

中国   1  0      0 1 

四国   0  0      0  0 

九州   0  0      1 1 

計   4  1       １２(1)   17(1) 

                                             ※短期大学１大学を含む。 

                                         かっこ内の数字は当日欠席者数を表す。 
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２．調査結果 
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質問 A大学 B大学 C大学 

質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

現在 3年生で実施してい

る教育実習を 2年生に、

また、4年生で実施してい

る教育実習を 3年生に早

めることは可能か 

教育大学なので、3、4年に教育実習が 2回あり、3年

で 49単位、他にも縛りがあってなかなか厳しい状態。

4年次も 3年の単位を満たしていることが最低条件

で、段階的に実習を 2回やっている。根本的に単位の

見直しが必要になるので難しい。早期化は検討にも入

っていない。うちは附属があるが、大学連絡協議会で他

大学と相談で決めている。こちら側の都合だけではまっ

たく動かない。340人学生がいるので相当根本的に考

え方をきちっと作り上げないとできない。実施時期は春

と秋にずれていて、3年と 4年でバラバラである。 

特殊な事情がある。教員養成というよりは幼稚園教諭

の養成校なので、保育教諭はやっている。保育教諭に

なるための教育実習先には保育園と幼稚園があり、最

終学年の 9月に 4週間、教育実習に行っている。公立

よりは私立の園が多くて、時期は柔軟に対応してもらえ

る。かつては 2週間ずつ分けて行っていたこともある

が、現在は 4週間。参加要件の前提として、附属園で

の実習を義務づけている。それは短期だが、事前の練

習を積むという意味がある。 

教員養成課程とそれ以外の課程で一緒にやっている。

附属校もあるが小さい為ため附属ではやっていない。3

年生を中心に 4年でもやっている。4年は主に前期だ

が、後期になることもある。公立学校にお願いすること

が多いが、時期は向こうの都合で行われる。学生は全

国から来ているので、全国に散らばるが、様子がそれぞ

れ違う。ある県では 4年の前期しか受付けないとか、3

年の前期しか受付けないなどあるが、うちとしては 3年

9月の実施にしている。学校体験活動は早くから位置

づけていて、必修の場合もある。それとの関係で教育実

習を考えているので、3年生のものを 2年生に下ろす

などはカリキュラム上矛盾をきたすので、柔軟なやり方

は難しい。 

柔軟に動かすことの障害 実習は 3年次、4年次と 2回あり、段階的に履修して

いる。附属との関係もある。文科省の示す方法はおもし

ろいが、県によって相当事情が違う。大きい大学だと受

ける人数が奪い合いになる。履修人数が多いので、特

別支援なんかは県内では収まらない。受け入れ場所自

体を探すのを相当苦労していつもやっている。県によっ

て事情が違い、大きい所は教職大学院生が学校に張り

付いているので、県教育委員会と一緒に進めるのでな

いと難しい。二重履修問題もあり、その単位を二重履修

している弊害もある。 

本来の課程のほかに教育連携で小学校の免許を取る

学生も混じっている。うちの本来の課程の実習に行く以

外のところで「実習をさせてください」とお願いするが、

時期が指定できない。うちが授業をしているときに実習

をしに行かないといけない。 

いちばん困っているのはこちらから時期を指定できない

ので、二重履修の問題が出てきてしまうこと。通常の授

業を休むことが多くなって、これが柔軟化するともっと多

くなると思う。一応補講をすることにはなっているが、完

璧にはできていない。 

早い学年から「学校体験

活動」を取り入れて教育

実習の一部に含めること

は可能か 

教育大なのでキャリアステップ科目を 1年次から始め

ている。教員採用率●％を目標にしている。1年次から

実習校見学、現職教員や学校現場の状況、生徒理解、

学校理解、教職理解、総合的な観察実習を取り入れて

いる。2年、3年生の授業で指導案を書く授業を下の

学年と一緒にやるなどを何十年も前からやっているの

で、より良い形に作り替えて、体験的な実習と有機的に

学校体験については、さまざまな体験は取り入れている

が、実習の単位には取り入れていない。カリキュラムの

関係で難しい。 

 

 

 

 

 

教員養成課程では 1年から 4年でフィールド研究とい

う形でやっていて、教育実習の一部にはしていない。1

年は必修で学童保育を中心に年間十数回、子どもの

様子について知る機会にしている。2年生は任意だが、

特別支援の免許を取りたい学生を中心に、地域活動に

参加して特別支援の子どもの特性を知る。3年生はフィ

ールド研究で、学校の授業のアシスタントティーチャーを

前・後期に十数回ずつおこなう。平日の午前中のどこか
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質問 A大学 B大学 C大学 

結びつける形で、実習と学修の両方でキャリアアップ、

ステップアップを作っている。 

 

  

 

 

 

に、協力市町村に分かれて行く。4年生はキャリアとの

関係で、任意で放課後支援活動をおこない、自分の授

業をしたりする。一般の課程では、3、4年で教員になり

たい学生は、教員養成と同様に 3年生で授業内のア

シスタントティーチャー、4年生で放課後支援をやる形

を取っている。教員になりたい学生は任意での参加だ

が、4年生の放課後支援はその他のこともあってなかな

か参加しにくいことも多いようだ。 

このことを実現するために

は、どのような条件や環境

などを整備する必要があ

るか 

単位の問題がある。児童館に送り込むことはボランティ

アではやっているが、単位を出すことはそれなりに成績

をつける責任もあってクリアできていない。私立さんは

児童館での活動に単位を出しているが、本学ではボラ

ンティアに積極的であっても、単位を認めることはいか

がかという議論が出る。附属の体験実習は、教員が学

校に張り付いて単位化している。長年準備してようやく

張り付ける体制を整え、ここ 3、4年動き出したが、教育

委員会との関係が難しい。 

学生がボランティアに行くことは支援できてもそれを課

外活動として単位化は制度化するのはなかなか難し

い。経験をしたい人についてはそういう流れを作っていく

ことはしている。 

教職支援センターで 3人の教員が専任で指導を行っ

ている。それぞれの学校に担当教員を決めていて、その

教員と連絡を取りながらなんとかできている。課題とで

も言うか、毎回ではないが、3回か 4回に 1回、ふりか

えりの活動を 6限にやっている。本当はそこでいろいろ

な疑問を取り上げてケースカンファレンスをしたいのだ

が、元々学校の教員のポストの先生だと上手だが、大学

教員として育ってきた人はそれが若干弱い。学生はおと

なしくて真面目で、おとなしすぎて問題について自分か

ら話すことができないことがあって、その工夫が大変。学

校ごとにそれを集めて学校の先生にときどき来てもらっ

て相談に乗る。親御さんにも来てもらって議論をしてい

るが、あまりうまくできていない。「ケースメソッド」とよく

挙がってくるものを分析している。時間は 1時間～1時

間半程度、ふりかえりの方法についてはもう少し研究を

詰めていくべきだという話になっている。 

教育実習の実施を分散化

させることは可能か 

教員採用試験が早まると根本的に全部見直し。教育委

員会も全部巻き込んで相当な動きになると思う。 

教育実習時期はうちは文科省の指導もあって、どんど

ん変わっている。小さな学校なので、全体を見直して全

部の時期を変えることは可能だが、指針として、短大だ

からということもあるが、たくさんの経験をすべて学んだ

上で実習にするように言われている中で、早期化という

のは疑問に思っている。 

分散化をするとか二重履修を防ぐためにクオーター制

を取ろうかという話もあったが、空く期間に入れようかと

思ったのだが、非常勤をお願いしていることが多いの

で、週 2日来てもらうとかある時期来てもらうとかがで

きないので取り止めになった。スタッフを多くすればでき

るかもしれないが、現状ではムリ。 

教員採用試験を早めて 3年生にするなどあるが、それ

でカリキュラムがめちゃくちゃになる。本当に教員になり

たいかの試金石になっているが、早期化によってこれか
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質問 A大学 B大学 C大学 

ら乱れていくのではないか。教員育成協議会で聞いた

のだが、早期化するのは一般企業との戦いだとも言わ

れているが、教育大は最初からなりたい人が来ている

ので、層は重ならない。いじると大学のカリキュラムが壊

れてしまう。 

早期化や分散化といった

教育実習の柔軟な履修に

は、どのようなメリットやデ

メリットがあるか 

メリットはなくはない。大学によって事情が違うと思う。受

入の人数があまりに多いので、ばらけることは教育委員

会はうれしいようだ。教育委員会にお願いするが、調整

が大変。県外にも行っているが、分散化は歓迎される。

附属で校長をやっていたが、中学校は 3年になると受

験があるので教育実習には来てほしくない。勘弁してく

れとなる。たくさんの行事の中でいかに 2週間、3週間

はめ込むか、現場とのやり取りは大変。学校を開拓する

のにも 2年くらいかかったので、教育委員会と相当綿

密にやっていかないと。大きい大学が 2つくらいあるの

で奪い合いの状態。人数を確保する意味では分散化は

良い。 

 

特別支援学校には一定数の子どもがいるがデリケート

なので、学生が入れ替わり立ち替わり来るのは困ると

言われる。教員になりたいと学生が希望するうれしい

が、教科によって、学校に実習指導できる教員がいな

い。郡部では非常勤の人がかけ持ちをしていて、指導に

責任を持てる教員がいない。国数英は問題ないが、県

教委、市教委と相談し配属先を決めているが、島の学

校ということもある。教育委員会側もしっかり指導できる

先生がいるか、いないかで判断していて、いろいろなこ

とが複雑に絡んでいる。 

短期間の場合は週 1回必ず巡回指導している。幼稚

園実習では、２、３週間の間に教員は必ず２回巡回指導

に回るのだが、１週間の場合には巡回しないところもあ

ると聞く。巡回指導のあり方はどうあればベストかを考

えると、現場の教員の負担が増えるのかと思う。 

メリットは、「教科教育法でこういうことを学修したので、

ここを重点的にやってください」ということを実習の授業

でできればいいが、時期を動かすのではなく、短期間、

たとえば１週間でできればよいと思う。学校にしてみる

と、しょっちゅう人が来て対応しないといけない。比較的

大きい大学だと、実習校確保のことを思うと、机上でや

っていることと実際にできることには大きな差がある。中

教審が述べられていることはわかるが、おそらくできな

いというのが現場の考えだ。 

 

特別支援の場合は県内だけでは大変なので母校に戻

すのだが、それでも受け入れてもらえない。最初から特

別支援はこれくらいの人数という具合に人数を切られ

る。ベテラン教員が退職していることもあって、実習指導

の質が低くなってきている。学生が自分の地域や母校

に戻った時に、そこがへき地だとか小規模校の場合は

実習指導ができる教員が少なくなってきている。 

貴学において、中教審答

申で提言されている実習

の柔軟な履修に類する取

り組みや準じる取り組みな

どの先行事例や好事例 

教職大学院では週 1日で附属も含めて少し離れた学

校に張り付くかたちでやれている。院生は教員免許を

持っているし、院生の半分は現職教員。時間をかけて交

渉して、週 1日張り付ける学校を探した。 

なかなか難しいことが多くて、うまくいっている例は知ら

ない。 

うちは柔軟なというわけではないが、フィールド研究を

行うことによって柔軟な対応をすることができる。引き受

けてくれる学校がある。大学院生は、希望者を中心に、

前期と後期に分けて、指導教員と話し合いながら授業

を 1～2本作る取り組みをしている。学生の数は年に
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質問 A大学 B大学 C大学 

2、3人程度。ボランティアの位置づけで学校に入ること

はあるが、受け入れ先の条件が必要。 

質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりかえ

りをしているか 

ふりかえりは事後指導でやっている。事前指導は免許を

取るために３、４年で 7回くらいかけておこなっている。 

事前指導に前期で 15回分使い、夏に実習に行って、

事後指導ができない場合は個人面談を必ず行う。教育

実習については通年で時間を取っているので、行くまで

が事前指導、後期の 5回が事後指導という形で時間

を取っている。 

 

教育大さんとは比べものにならない。最後に保育教職

実践演習というのを取り入れているので、実習が終わっ

た後のふりかえりというのも 15回の中でしている。 

事前指導は５回やっているが少し弱いと思う。専任の教

員がいるので、個別相談で補っている。ふりかえりは教

育実習の後にやるし、ゼミでも指導教員がやっている。

若干変わっているのは、うまくはいっていないが、前期後

期 5回ずつくらい毎週行っている教育フィールド研究

等でケースカンファレンスをしていて、そこで一応ふりか

えりはやっているが、議論はあまり白熱化しない。ケース

メソッドを行うのだが、現場経験がなかったり、教育の専

門科目の教員もいて、そういう場合はうまくいかない。ス

タッフ側のふりかえりについての技法を深めなくてはい

けないが、なかなかそれはできていない。そういう意味

では軽いのだが、フィールド研究の中でそれを補うよう

な工夫はしている。 

理論と実践を往還させる

ということについてはどう

感じているか 

理論と実践の往還というのはポリシーとしてずっと挙げ

ていて、それを目指している。カリキュラム全体で昔から

作り上げようとしている。生き残りが厳しいし、他大学が

教育学部を削っているので、この地方を背負わなくては

いけないくらいの危機感もある。いろいろ細かいところ

で、実習自体のあり方だとか、教科の先生とかも理論的

に 1年生から指導案の書き方とかをやっていて、実践

している。 

 

大きいところだと、教育畑の人と教科専門の教員が混じ

ってやるが、20年くらいいると意識もだんだん変わって

きて、うまくいくようになる。新しく人事を起こすときも必

ず教科専門プラス実践的なことも小学校、中学校でで

きることを求める。雰囲気も変わってきて、教科専門で

「私は数学しか教えません」と言う人はほとんどいなく

なった。ほとんど今は両方意識しないとうちの大学では

全体の学びの時間が少ない。教育論を積み上げて実

践に行くと、それで終わるくらいの時間数しかなく、この

面については不足している。公立さん、国立さんと比べ

ると入学学生の基礎学力も関係してくる。時間的なこ

と、学生の資質もあって、厳しいところもあると感じてい

る。 

 

 

率直に言うと、教科専門の教員、教科教育や教育学の

教員では意識が非常に違う。教師経験のある教科専門

の教員別だが、大概アカポスで来た人は理学部出身だ

と生物だとか、音楽だと音大の教育しか受けてきていな

い。数学とかで見ると、ゼミを見ると数学教育には人が

殺到するが、代数だとかそういうところには行かない。行

く人もいるが、そういう場合は数学が好きだから。学生

の興味としてもちろん理科とか数学が好きということは

あるが、自分が学んでおもしろかった経験を子どもたち

に伝えたいと教育系に入ってくる学生が多いのに、大学

にはそういうことの専門の教員はなかなかいない。以

前、文科省が中教審の答申で教科教育と教科専門の

コラボが必要とあったが、あまり成功していないと思う。 

理論を知った上で、小学生が持っている概念にどういう

意味があるを知ることが大事だが、教科専門の教員は

そういうことを学生に話すことができない。せっかくふり
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ダメ。また、現場で校長をやると意識も変わってくるし、

教科専門だけという人はほとんどいなくなった。 

かえりをしても、そういうところに至らないので、そういう

意味ではふりかえりの形を整えてやってはいるが、先生

方によって質がずいぶん違う。できる教員はちゃんとや

っているが、そういう状況が教育大学とか教員養成系

の大学にはあるのではないか。 

 

前任の国立大学では、教員に対する学生の比重が少

なく、研究室がコラボできた。最低でも教科専門 2人と

教科教育 1人がいるので、最低でも 3人いる。公私立

大学はそうはなっていない。 

事前・事後指導は何人単

位でやっているのか 

授業が多くあるので、それぞれで事後指導的なことは

やる。事前指導はかなり細かく分かれている。人数はそ

れなりに振り分けられている。国語の事後指導は 25人

くらいで、事前指導は中学校全体で 100人くらいが大

教室でやる。キャリアサポートセンターがあるが、校長先

生に担当してもらったりしている。 

うちは保育者養成のために入ってくる学校なので、全員

が目指しているので、クラスを分けて 25～30の範囲

で授業を行うようにしている。 

事前指導については基本的には教科教育法があるの

で、個別にやったものを受けてもう一度指導案を書くと

かはやるが、7、80人くらいの意外と大きな人数でや

る。内容によっても若干変えている。教壇実習は教育実

習の中でいちばん大きいので、そこは少人数単位でや

っている。ふりかえりは、教育実習は基本的にはゼミの

教員と個別にやり、それ以外には全員で交流会をする。

これは 4、50人。フィールド研究で省察を学校規模別

でやっている。小規模校だと曜日を変えて 20人くらい、

大規模校では 80人程度が 2 クラスに分かれ、20～

40人くらいで活動する。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 

現在、貴学の教育実習で

は、実習校や教育委員会

とどのような連携・協働を

しているか 

実習の目標や評価、実習

生の合理的配慮や実習ト

ラブル、ハラスメントなどへ

の対応などでどのような

連携・協働をしているか 

トラブルの対策がとても大変で、ハラスメントとかいろい

ろある。ボタンのかけ違いやメンタルな事情など状況を

個別に聞く。学校に電話をかけたり、実習を断念した学

生もいて、とても手間がかかる。個別の対応が重要にな

ってきて、個々に全部違うので、教育委員会とは密に連

携するが、それは大変。教育実習を持っている大学が集

まって情報を共有することはやっている。実習校に個別

に聞いて、どうして成績で Cが付いたかなども全部聞く

ので、うちの大学としては委員会の形でやっている。 

 

数は少ないが、教育委員会に依頼をする場合もある。

数多い私立園の場合は、本学の方から、「このような形

で実習をお願いしたい」とご挨拶の段階で書類を送る

ようにしている。園の方で、「記録はこういう形で書きな

さい」ということがあればその意向を受けて対応すると

いう形で、指導してもらう方がやりやすいようにしてい

る。トラブルについては、途中で実習を辞める学生もい

るので、そういうときには担当者と教員が園に行って話

をするが、個別対応が多くなっている。案件全部をスプ

レッドシートに上げて、教員全体がトラブルの内容や事

地域の大学とは教育実習連携委員会を作っている。地

元の母校に戻って実習するのが 8割くらいいるが、遠

いと沖縄なので、向こうの規定に合わせる。教員免許取

得を希望していても難しい学生は大学の目の届くところ

でやってもらっている。地域とはフィールド研究で関わっ

ていて、トラブルが起こったときには教職支援センターの

教員と指導教員、教育実習委員会で対応している。B

大学のようにトラブル案件を皆で共有するのはとてもい

いことだと思うが、うちはそこまでできていない。トラブル

には、うちの学生が起こすトラブルもあるが、実習校が
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セクハラのようなトラブルはない。校長から入っていくか

らか。母校実習が 8割で、同じ地域で生まれ育ったと

いうのもあるかも。 

情を共有するようにして、全員が把握できる形にしてい

る。 

起こすトラブルもあり、そちらの対応に困っている。そうい

う案件には我々が対応するが、残念ながらそういうこと

が毎年ではないが発生していて、近年増えている。それ

だけ指導適格のある教員が減ってきていると思う。 

学生の出身校で実習をす

る場合は、実習校とはどの

ような連携・協働をしてい

るか 

文科省から母校実習は避けるよう言われているので、

教育大としてそれを守っていた。今年県外で 4人くらい

初めて出たレベル。事務が調査をして、ほかのところも

やっているからと決断したが、それまでは絶対にダメと

考えていた。 

 

へき地の場合は、母校実習のときは実家があるが、ウィ

ークリーマンションを借り上げるとか補助的なことはして

いる。 

指導があっての話だと思うが、母校での実習はできる

だけ避けるように言っている。甘えもある。特に私立では

自分が教わった先生ということもある。地域には帰るの

だが、母校ではないところにお願いするようにしている。 

 

小学校では卒業生でないと受けないと言うところもあっ

て困っている。 

うちも避けたいが、受け入れ先の問題が多い。最近は母

校でないところで受け入れてくれる学校も多くて助かっ

ている。附属学校があるが、そこに全員というわけには

いかない。結局、受入先の方針に従うことになる。半分く

らいは母校実習になっている。公立校の場合は異動が

あるので、知っている教員はあまりいないと思うが、今年

は自分の担任だった教員が校長だったという学生が 3

人いた。私立はできるだけ避けたいが、副免許の場合

は特に中高は多いので、どうしても科目との関係でお

願いすることが多い。連携は長い間いろいろなところに

行っているので、そこの市町村と話し合ってやっている

が、市町村、都道府県それぞれでやり方が違う。 

学生を見ると、へき地もあるが出身者の 8割くらいは意

外と大きな市から来ている。教育条件と人口の問題が

あるので、地元に戻しても同じ市から通える、もしくは自

動車で通える範囲に別の公立大学があるので大丈夫。 

教育委員会と連携・協働

する場合、どのような点に

連携・協働するメリットが

あるか 

教育委員会とは切っても切れない。お互いに相談しな

がらではないと成り立たない。4月にはご挨拶に行っ

て、「こういう学生がいます」と全部リストを出す。常に連

絡を取って事務的にもやってもらっている。人数が多い

ので一緒にやっていくような形にしないと成り立たない

のが現状。 

校長会や学校でいろいろあるが、今は教員が少ないの

で、いい教員を育てたい気持ちも教育委員会は強い。そ

ういう意味では積極的な感じもするし、担当者も話に乗

ってくれる。校長会とも関係があって初めて実現できる。

昔からそういう関係があって土壌があるのかもしれな

い。 

公立と関わることは稀なケース。 連携は非常に大事で、やっていきたい。地元の近辺の

教育委員会とはうまくいっているし、県ともうまくいってい

る。教師塾的なものが増えてきていて、中には束縛の強

い教育委員会がある。 

 

現場と連携して学生をで出してはいるのだが、学校のカ

リキュラムとは別に「必ずこの日は出て来い」ということ

があって、教員養成と教員の採用が一体化しすぎてしま

っていて、客観的な内容や何が必要かをきちんと議論

するところが少なくなってきているような気がする。結

果、「現場はこうなんだからこういうことを一生懸命や

れ」と言う中には、「えっ？」と後で思うこともあって、多

忙化がいちばんの原因だが、「こういうカリキュラムを向



- 10 - 

 

質問 A大学 B大学 C大学 

こうでしたい」など議論する必要があると思うが、教育

委員会の中にはそういうところを一切認めないところも

ある。ちょっと脅迫的かなと思っていて、連携は進めた方

がいいが、言いなりになるのはまずいかなというところ

がある。 

教育実習と連携のときにいちばん大きいのは、教育委

員会は受け入れに積極的なところが多いが、実際行っ

てみると学校が多忙化していて、学生を指導することが

非常に困難になっているところもある。行ってみてお願

いすると、後ですごく後悔するくらい忙しいことを相手に

強いている。逆に、あまり熱心ではないこともある。教育

委員会の受け入れ体制と現場の意識が乖離していると

ころもある。これが文科省に上がるのだとしたらきちんと

書いてほしい。現場の意見はほとんど聞かない。文科省

に中教審の委員はたくさんいるが、他の審議会と違って

教育畑の人はほとんどいない。教育については教育を

やっている人の意見がほとんど通らない状況になってい

る。言っていることは正しいが、実際に現場ではそれを

やる条件が整っていないことが教育実習ではいちばん

出てきている。これに混乱を加えているのが採用の早期

化。教育委員会は現場に近いのでそういうことはわかっ

ているのだが、上からの方針が現場の様子を聞かない

ので、これが各大学のカリキュラムを崩してしまったり、

混乱を生む理由になっていると思う。 

以上 
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質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

貴学の教職課程におい

て、中教審答申が示して

いる案のように、長期間

まとめての履修だけでは

なく、どのような柔軟な

履修方法の可能性が考

えられるか 

かなりの履修者がいて、実習は基本的に 4年生で

実施している。本学で取得できるのは中高免だが、

他大学と連携して小免も取れる。そうすると、他大

学のプログラムも履修するので、1年間に小学校と

中高の実習の 2つに行くのは大変なので、3年次

と 4年次でやっている。教職課程の必修科目も 2

年次から取れるようにしている。 

本学は非常に多くの学部を抱えている。学部の事

情、留学との兼ね合いで、一部では 3年生で実習

を行っているが、ほとんどは 4年生で 5月、6月が

最多。教職課程全体のカリキュラムの中で、教育実

習の位置付けとか、実習校からの要求とか、レベル

を維持して実習に出す必要もあると思うが、早める

ことのデメリットの方が大きいと思う。学内での話し

合いもかなり困難を極める。 

小学校の教員養成課程はないので他大学と連携

していて、中高免と小免の両方を取る学生も一部

いるが、その場合は 4年の前学期に中高、後学期

に小学校と、1年間に 2回教育実習に行っている。 

幼小中高の免許が取得できるので複数免許が取

れるカリキュラムが前提。特に小中に行く場合には

2回教育実習をすることはあるが、令和 4年度入

学生からは小中の場合は、中の教育実習を省略す

るようなカリキュラムに変更している。中が主の場合

は中高が主なので省略できないが、小中のみであ

れば 1回で済むように変更している。実施時期は

一部では 3年の秋だが、検討をおこない早期化は

しないと結論を出している。幼稚園も 3年と 2年の

2回に分けてやっていたが、それも維持する。 

現在 3年生で実施して

いる教育実習を 2年生

に、また、4年生で実施

している教育実習を 3

年生に早めることは可

能か 

いろいろな科目に影響が出てくるので、現時点では

難しい。 

 中教審に沿って変更を加えることは可能かというこ

とについては、令和 6年度入学生から変更する方

向で決定して準備をしている。 

このことを実現するため

には、どのような条件や

環境などを整備する必

要があるか（貴学のカリ

キュラム、教育実習の参

加要件、教育実習の目

標や評価、ディプロマポ

リシー、教育委員会や実

習校との連携、などの点

から） 

各科目の履修状況、カリキュラムの編成を一から組

み直す必要がある。いろいろな科目があるので、あ

まり早く始めることはデメリットの方が大きい。学生

にとっては過密スケジュールになることが容易に想

像できてしまう。メリットがどれだけあるのかと思う。

難しい。 

本学は教員養成を主たる目的としていない一般大

学で多くの学部を抱えている。教職課程と各学部

のプログラムの整合性に照らしても、学部すべて教

職課程のカリキュラムを統一させるのが困難な状

況で、教職課程の中で教育実習を実施するのは、

最後の部分で学生の力を試していく総決算だと位

置付けているので、前倒しするには各学部の意思

統一にもかなり困難が生じると見ている。 

教育実習及び教職実践演習は教員免許取得の総

仕上げと位置付けているので、早めることに意義を

見出していない。検討の結果、前倒しすることをしな

いと決めた。どのようにしたら早められるかは、課程

認定において、教育実習に行く前に習得するべき

科目や単位が決まっているとか、今の前提が大きく

変わらない限りは今のままで、早める必要がないと

考えている。 

教育委員会や実習校と

の連携の点ではどうか 

春に実施をしているところが多いと思う。本学でも

ほぼ春に行っているが、それをもっと早めるとなる

と、実習校の年間行事予定にはまるのか非常に不

教育委員会、実習校側にニーズがあるのかわから

ない。おそらくメリットを感じていないだろう。1年か

半期前倒しするときに、それまでの学年と当該学年

中学校免許を取って小学校免許を取るときに春も

秋もという状況があるが、現状でも 2つ目の免許

を取るときに秋に実施するときに受け入れが充足し
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安。実習校の春の受入時期は GW明けくらい。そ

れより前だと年度をまたぐので難しい。あるいは前

年度の秋だが、高校の場合は大学進学を控える時

期に教育実習を受け入れる学校がどれだけある

か、教員の負担感が大きい。これまでに確立してき

た時期などをスクラップ＆ビルドするのは難しいと

思う。 

がいっきに集中して学校側でさばけない、そういう

技術的な問題も残ると思う。実習校が早めたいニ

ーズがないと思うし、早めたところでお互いのメリッ

トを探し出すのは難しいと思う。 

ない状況が現状でもある。大学から「実習をこの時

期にお願いします」と言っても都合のいいところを

出されてそこでやっている。その時期を変えてくれと

言うのはなかなか難しい。学生が自己開拓で違う

時期を言われることがあるが、そうなるとカリキュラ

ムの都合でそこの学校を断念せざるを得ないことも

ある。学校現場は大量に前倒しは難しい。教育委員

会も同様だと感じている。 

教育実習に行く先は、通

っている大学の近所な

のか、地元なのか 

両方あるが、実家の近辺を希望する学生が多い。

学生は全国から来ている。 

うちは全国から学生が集まっていて、附属校に行く

学生もいる。実家に戻っての教育実習がいちばん

多い。 

全国から来ているが、首都圏の学生が多い。首都

圏の学生は自宅から近いところを希望する。全国か

ら集まっている学生は採用試験を地元で受ける場

合は地元で実習を行う。大学の付近に住んでいて、

そこの自治体を希望する場合には大学の近くの実

習校を選ぶ学生もいる。 

早い学年から「学校体

験活動」を取り入れて教

育実習の一部に含める

ことは可能か 

教育実習で何を求め、何を学ばせたいのかとこれ

を聞いて感じた。一部を前倒しでやることで何を学

ばせたいのかというのが非常に疑問。一部の学生

はこれをやって、ほかの子はやらないということを各

実習校に集まって来た人たちがマチマチのときに、

あなたは 2週間、あなたは 3週間となったときに、

何をもって教育実習とするのか、何を学ばせて何を

積み上げていくのかと思う設問だった。そこにメリッ

トは感じない。 

そもそも諸外国に比べて教育実習の期間が短いこ

とが日本の教員養成の課題だと言われてきた。そ

れにも関わらず学校体験活動を教育実習の中に

入れるということになると、実質的に今までやってい

た教育実習の質が本当に維持できるのかどうかが

よく見えないというのが正直なところ。学校体験活

動の活動の内容が統一できるのかも問題がある。

学生がどういう体験ができるかがバラバラで、評価

ができるのか、評価を誰がするのか、教育実習との

関連でどう評価するのか、技術的にも難しいと思

う。学校体験活動を単位化できる学部と単位化し

ていない学部がある。後者では、学校支援ボランテ

ィアを積極的に学生に紹介して派遣しているが、課

外活動としてしている。立場を変えて学校に学生が

入って理論と実践を往還する体験をしてもらうもの

なので、積極的に関わってほしいと思っているが、こ

れは単位化して実施するものではなく自立的に関

わってほしい。教職インターンシップがあって、これ

は単位として認めているが、教職課程の必修では

本学は低学年から学校体験活動を取り入れてい

る。教育実習の単位として 2単位まで代替可能だ

ということなので、それを令和 6年度から実施す

る。E大学の意見に同感だが、1年生から学校現

場に行く取り組みをずっと前から必修でやっていた

が単位化されていなかった。今まであったものにプ

ラスで加えて単位化しようと考えている。指導する

教員についても現場経験のある教員を以前から雇

用していて、今までは授業科目も担当していたが、

切り替えて実習指導の専門に当たりよう役割を変

更して、低学年からの学校体験活動の指導担当に

する。教育実習が 5単位だったが、2単位まで代

替可能なので、1単位分を 1年生での学校体験

活動、もう 1単位分を 3年生の直前の学期にやっ

て、教育実習は 4年生のまま変えずに 3単位にす

る。つまり教育実習の時期を短縮することになる。そ

れだけでは間に 2年生から 3年生までが空いて

いるので、特別支援学級を設置するところで介護

等体験を行い、それも単位化する。1年生から 4年
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ないので、取っても単位上は意味がない。一部の主

体的な学生が履修している。教職インターンシップ

は、大学側の教員も関わらないと行けないので相

当な時間と労力がいる。指導教員を専門で雇用し

ないとやっていけない。費用対効果からも、学生の

学習効果からも、この施策が本当に正しいのかは

正直疑問符がついている。 

生まで実習に行く時期を必修で設けることで、講義

科目は変えないのでそこで理論を学びながら実習

に行く状況を作ることで、中教審で言っていたこと

を実施に踏み切ろうといろいろと準備を進めてい

る。 

児童館、学童保育への

フィールドワークは含ん

でいるか 

  現状では含んでいないが、現在必修の学校体験活

動を 1年から 3年までやった上で教育実習をする

ことに変える。以前から教育インターンシップの選択

科目をやっていたので、そこに含むことは検討しよう

と思っている。 

教育実習の実施を分散

化させることは可能か 

難しいと思っている。 基本的には現状のままで進めようと考えている。な

かなか難しいだろうと思っている。 

学校体験活動という形式では前倒しをする。教育

委員会、校長会等に説明に回っているので可能で

はあるが、採用しない。早期化を考えたので。 

早期化や分散化といっ

た教育実習の柔軟な履

修には、どのようなメリッ

トやデメリットがあるか 

メリットはあまり考えていなかったので思いつかな

いが、早期化することで学生にとってはその後の学

生生活にゆとりができるのかなと思うが、それはデ

メリットにもなる。早期化して、4年生で何をするん

だろうとなる。これまでの学習をすべて含んで集大

成になるので、新たに何を課せばいいのか課題に

なる。分散化は聞こえはいいが、対人間関係を多く

学んでほしいが、メリット的な部分で考えづらい。 

あえて絞り出そうと思うが、学生が早くから学校現

場を理解して、教員になるという意志・決定・動機

づけにつながる可能性がある。教育実習を分散さ

せることができるのであれば、特定の時期に大学

の授業を長期間欠席することがあるのが減る可能

性があるが、大学の事務が右往左往すると思う。 

教育実習は授業を欠席して行くので、授業の空い

ているところで行くことを考えているので、欠席自体

は減らすことができることがメリット。今までは教育

実習で初めて学校現場の状況を知って、これは違

うと思っても 4年生で進路を変えなくてはいけなか

ったが、1年生から行くのでそこで進路を変えられ

ることが学生側のメリット。教員数を多くしたい学校

側のメリットではない。教員数を増やしたい中で、本

学の取り組みで脱落者は出ると思うが、今までもど

こかで脱落していたと思うのでメリットになる。早い

段階から学校現場を見て教師になるので、早期化

のメリットはあると思う。 

「教育実習の柔軟な履

修」とはどういう意味だ

と思ったか 

聞こえのいい言葉だなと思っていた。聞こえのいい

言葉だが、実際にはどうなっていくのか、なかなか

具体的に想像できないでいる。F大学の話を聞い

ていて、就活の時期とかぶらなくなるのは想像した。

就活の 2次、3次に面接と教育実習が重なるの

答申も読んでいたので、まぁそうだよねと。特にこれ

が導入されている前提として、別の企業の採用との

兼ね合いなどがあって、そこで分散化させることで

凌ごうと答申にも書かれていて、それがきっかけな

んだろうと思ったが、それで回避できるかわからな

言葉の意味としては答申を読んでいたので理解し

たつもりだが、学校で行うボランティア、インターン

シップ、教育実習が当然似て非なるところだが、今

までの概念を少しブレンドして考えないといけない

かなと見て感じた。今までボランティアは単位化し
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で、面接を辞退する子がいたが、実習時期の移動

でまた面接時期が重なる学生がいるかもしれず、

すべてにおいてメリットとは言えないが。 

い。教育実習の意義とか本質を考えられているの

か、疑問に思った。 

ておらず、インターンシップは単位化しているが授業

そのものには関わらない。教育実習は総仕上げと

いうことなので、必修の学校体験活動において教

育実習で行うことになる授業を、実際に主体的に

やらないまでも、見ることも含めてどのくらいプログ

ラムに入れられるかということを、プログラムを検討

する時に考えた。もう 1つは就職活動ももちろんだ

が、教員採用試験の早期化が今の教育実習の時

期とかなり重なる。実習を 3、4週間やっていると重

なる学生がかなり増えるが、それを 2週間にすれ

ばかなり減るかも。そもそも 2種免許の実習は 2

週間でいいので、本学の教育実習はすべて 2週間

にすると。あと、他大学との兼ね合いで、他大学は 3

週間、4週間なのにお宅が 2週間なのはちょっと、

と言われることも想定して、学校体験活動 A、Bは

必修だが、C、D という選択の科目も作っていて、そ

の場合は教育実習の前後に学校体験活動の C と

か Dを当てることも考えた。 

貴学において、中教審

答申で提言されている

実習の柔軟な履修に類

する取り組みや準じる取

り組みなどの先行事例

や好事例 

 あえて言えば、学校支援ボランティアについては単

位化していないがなるべく学生に紹介している。教

職インターンシップはごく一部だが単位化している。 

1年生から現場に出す取り組みは 10年以上やっ

ている。介護等体験を特別支援学級を設置する小

中学校で来年度から実施する。 

質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりか

えりをしているか 

設定している。 教職課程の中で特別なことはない。  

省察について理解する、

省察の技法を身に付け

る、あるいは省察を実際

におこなうなど、授業や

すべての学部がやっているかどうかは把握できてい

ないが、私の所属する学部で 1学年 200を越え

る学生が教育実習に行っている。実習時期は GW

辺りから 12月までバラバラで、一同に省察をする

全学で共通の初年次科目を設定していて、この中

で自身の学習のふりかえりを継続的に行って、省察

する力を身につけることができるようなふりかえりシ

ートを活用した授業運営をやっている。これが教職

教職課程全体のふりかえりについては、履修科目

は e ラーニングポートフォリオと教職履修カルテに

入力、それを教員が閲覧できる体制になっている。

それを用いて教職実践演習を最終的な総まとめと
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教育実習の事前・事後

指導などにおいて取り

入れていること（何年生

でどのような省察の活

動をしているか、教員と

学生それぞれ何人くらい

の規模でおこなっている

か、どのようなタイミング

や時期におこなっている

かなど、具体的に） 

のはムリがあるので、帰ってきたタイミングでまず訪

問教員と話してもらう。訪問教員は各学校を訪問し

て指導しているので。オンラインのシステムを活用し

て、帰ってきたタイミングでふりかえりのレポートを

提出して共有している。早い学生にはメリットはない

かもしれないが、遅くなればなるほどどんなことを

学べるかがわかる。早い学生も仲間がどんなことを

学んで何を感じたか共有できるシステムを作ってい

る。 

課程の中でも生きてくれればよい。教職課程の各

授業でふりかえりをしているかもしれないが、その

他には定期的に履修カルテを活用して、教職課程

全体をふりかえることを教職実践演習で行ってい

る。教職課程だけではなく、大学の学びとかそこで

経験したことも含め、どんな力が身についたのか、

身についていないのかを自覚してもらう。教育実習

の事前・事後指導も関わるが、学部の教員ではなく

現職教員や校長経験者が現場に即した指導をし

ている。全学統一の形のプログラムは今のところ作

り出せていない。 

して活用する位置付けにしている。実習については

実習前の学期に事前指導は 2単位分くらいのか

なりの時間数やっているが、事後指導については帰

ってくる時期がマチマチなので、大学の指定された

個別教員と別々に行っている。教育インターンシップ

だとか今後始める学校体験活動、介護等体験にお

いては、事前指導、事後指導はほかの実習科目と

同様にやるが、中間指導ということで行っている途

中に 1、2回、校長経験のある教員を中心におこな

う体制で、中間指導後にまた現場に戻る。 

事前指導 7回、事後指

導 7回を担当教員がや

っている大学もあった

が、そういったことはやっ

ていないのか 

事前指導ももちろん、事後指導についてはふりかえ

り、省察をメインにやっている。事前指導では教育

実習の目的などを伝えつつ、マイクロティーチング

で授業実践をさせたり、指導教員の視点で模擬授

業を評価することを行い、現場に出て行く。事前指

導が 10時間、事後指導が 5時間。 

事前指導 13時間、事後指導で 2時間。13時間

のはじめのガイダンスは学部の教員が対応するが、

ほとんどは現職教員か校長経験者が教科別に細

かく対応する。事後指導はコロナ化で分断してしま

ったが、事前指導を実施した講師に事後も 1時間

担当してもらい、成長の状況や現場での学びをフィ

ードバックしてもらっている。 

事前指導はおよそ 30時間実施し、訪問指導の担

当教員が事後指導を時間数は決めていないが、1

時間、2時間個別にやっている。 

事前・事後指導の先生

方の負担はどうか 

事前指導は 10時間だが、通常の授業の時間数に

織り込めなくて集中でやる。250名くらいの学生の

グループ分けを年度明けすぐにせねばならず負担

を感じる。 

現職教員が講師を担当しているが、本分の仕事が

あるので実施時期の設定が難しい。集中授業です

れすれの日程を縫いながらやっている。外部からの

講師なので、本学の学生の状況を十分把握しきれ

ておらず、学生にどれくらいで実施していかなくては

いけないかなど、初めての担当教員には丁寧に説

明する必要がある。外部講師を多く入れているの

で、そこで模擬授業をやらせてみたが、指導案が不

十分ということが出てくるので、学内での改善のき

っかけになっている。 

学科の教員数が少ない学科は担当業務が多いの

で、訪問指導に行くにしても負担感が多いように訴

えてくる。学科の教員と現場経験のある教員を統合

した対応をしているので、学校現場を知っている教

員は負担感はなく、逆に嬉々としてやっている。教員

の出自によって負担感はまちまちと思う。 

生徒数が多いが、どうさ

ばいているのか 

担当教員を多く割り当て、担任制ではないが、学生

を分散させながらその先生方にお願いしつつ、マイ

クロティーチングなどは実技と体育理論と保健の教

員を立てたり、学生をローテーションさせたり工夫を

しながらやっている。 
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ふりかえりのときに生徒

さんはどういう感じか 

ふりかえりのときに生徒は積極的に行っている。 学部によって取り組み方が違うが、勤務していると

ころは教育実習に行く学生が約 500人いる。事前

指導の 2時間は 200人くらいのグループで別々

に実施してガイダンスをするが、その後は教科ごと

に分かれての指導で、多いところでは 80人くら

い、少ないと 10人から 15人のサイズで事前・事

後指導をしている。事前指導を担当した教員が事

後も担当しているので、学生たちは自分の体験を

聞いてほしい感じで積極的に発言をしている。 

人数的には 500人くらいが行くので、対応をどう

回しているかは、当然教員をたくさん採用したり割

り当てたりで対応している。事前指導、ふりかえり等

は 1 クラス当たり 20人程度で、教職実践演習と

同じくらいの規模にしている。学生は発表等積極

的。少なくとも免許を取り、おおかたは教員になりた

いと思っているので、そういう意味ではうまく回って

いると思う。事前指導については、完全に授業の時

間を使って 30時間 2単位分やっている。 

省察について、追加して

おきたいこと 

省察という意味では、250人という数字は本学部。

他学部でも何名かいるが、そこがどういう取り組み

をしているかは把握できていない。所属する学部で

は、事前指導の後に各学校を訪問する。今は教員

4人で担当しているが、4人が 250人弱のところ

に行けるかと言うと行けないので、他の教員にお願

いして行ってもらっている。その教員と学生と 1対

1で省察を行うこともあるが、教員の専門性も多岐

にわたっていて、教育とは何をしたらいいんだという

教員もいて、その人にも協力をお願いしているの

で、ふりかえりの質についてはこちらも要望ができ

ない。「足を運んで現地を見て学生とふりかえりを

してください」しかお願いできていないので、質の担

保は課題が残っている。 

ふりかえりをするのは教職の専門の部分で行うとイ

メージしているのだと思うが、教科との連携強化も

本当は意識しなくてはいけないが、特に一般大学

の場合、各学科の高い専門性を求められている、優

先されてしまうことがある。文科省の高等教育政策

としてもおそらく教職の方に合わせるのではなく、高

度化とか卓越化とか、そういった言葉が飛んでくる

ので、むしろ専門性をしっかり高める形を要請され

ていると思っている。一方で、文科省の政策として

は、教員養成は充実しなさいと来る。つまり文科省

の政策も両者が軌を一にしているというよりは、違

う方向を向いていないかと思う部分があって、この

辺りをどう 1つにしながら歩めるのか、カリキュラム

の全体構造を考える上でも課題かなと思っている。 

実際に教職のふりかえりをするとなると教職専門

のプロパーの先生が入るので、教科専門の教員は

あまり関わらず分断はないが、それでよいのかとい

うことがある。教科専門の教員に入ってもらって往

還をするのが正しいのかもしれないが、そういうプ

ログラムを作れるのかが非常に大きい課題だと思

っている。 

文科省の方向性、専門性と教職という問題が出た

が、学科の特に中高の免許を取る学科については

専門性を高めていかないといけない課題は教職に

おいてもあるが、一方で何年までに教員を増やす

みたいなことも言われている。そこの両方の役割を、

教員がどこの部分の役割を果たしていくのかは今

後課題になってくる。増やすのも大変だが、ある程

度の数もいないと教員の負担が増えるばかりなの

で、いろいろ体制を整えていかないといけない。幼

稚園の場合は文科省と厚労省の問題もあって、な

かなか大変なところなので、そういったところからも

うちょっと統一的な議論の上で政策があると、現場

にとってはいいのかなと日々感じている。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 
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現在、貴学の教育実習

では、実習校や教育委

員会とどのような連携・

協働をしているか 

たとえば教育実習の目

標や評価の共通理解、

実習生の合理的配慮や

実習トラブル、ハラスメン

トなどへの対応、大学の

指導教員と実習校の実

習指導教員が協議した

り、教育委員会と大学が

会議体を持ったりするな

ど、どのようなことについ

てどのようなやり方で連

携・協働しているか 

広義に言えば協働はしている。狭義に言うと具体的

にどこまでできているかは難しい。各大学で担当部

署があると思うが、本学でも対応する部署を設定し

ているので、そこと教育委員会で実習トラブルがあ

れば連携して情報共有しているが、特別に事案が

ない場合では、「これまでの実習のやり方を踏襲し

てお願いします」と言っている。狭義では個々の対

応はしていない。 

正直事務的な手続きが中心となっていて、大学か

ら主体的に目標や評価の共通理解を連携を取って

何かするということは正直できていない。ただ合理

的配慮を要する学生の場合は、必要に応じて実習

校側と個別に連携をはかるようにしているし、実習

トラブルは、実習生側だけでなく実習教員のハラス

メントの相談も増えているので、そういったことにつ

いては学部の教職課程の委員会の所管部署と教

職課程委員会の委員長と大学の指導教員が協力

をしつつ、実習校と連携して対応する。状況、事案

によっては教育委員会との連携もはかっている。 

年度初めに近隣の教育委員会を訪問して、教育長

やその他の教育委員会の先生方と年度の課題の

情報交換をしている。教育実習に関しては受入校

にアンケートをお願いして、課題を大学に連絡して

もらい、それに基づいて年内と年始に近隣の自治

体に限るが、小中学校の校長会長、学部の教員、

出身自治体の実務家教員とで情報交換をしてい

る。その際には教員採用試験の結果も共有して、自

治体とのつながりを深めて、「来年もよろしくお願い

します」とやっている。トラブル等には都度対応して

いる。合理的配慮についてはたまたま今年度対応

事例があった。2年先に実習する合理的配慮が必

要な学生を、前倒してボランティアに入らせて頂くこ

とを教育委員会に相談の上で対応してもらった。実

習トラブル、ハラスメントは数は多くないが、学生の

問題もあれば学校側の問題もあり、随時対応し、場

合によっては教育委員会にも報告をして連携して

いる。 

学生の出身校で実習を

する場合は、実習校とは

どのような連携・協働を

しているか 

質問の意図がよくわからなかったが、出身校であろ

うとなかろうと特に差異はつけていない。 

出身校であっても現状は一律の対応になる。 同じで、一律のことをやっている。避けるようにとい

うことがあっての質問かもしれないが、そこを禁止し

ていては回らないので、現状は希望してきたら認め

ている。 

へき地希望の学生に教

育実習サポートはあるか 

そういう要望を聞いたことがなかったので、対応は

していない。 

特にない。学生から要望があれば、何か協力がで

きることがあるかもしれないが、基本的には行わな

い。 

へき地について特に希望が出たことはなく、対応事

例はない。 

教育委員会と連携・協

働する場合、どのような

点に連携・協働するメリ

ットがあるか 

学生が実習校を見つけてくるのではなく、間に教育

委員会が入ることのメリットと理解している。想像の

範囲だが、教育委員会、各自治体は、大学が要望

する学生数を鑑みて受け入れ可能な学校を選定す

るという意味では、受け入れ困難な学校があること

と踏まえると、メリットがある。教委も割り当てを決め

るのは負担だと思うが、こちらは直前に知らされる。

他大学同様必ず実習を見に行っているが、教員の

教育実習の質・向上という意味では教育委員会が

欲しがっている、要望している目標だとか教育実習

までにこういう能力をつけてほしいという要望があ

ればそれをお聞きするということはひとつあり得るだ

ろうと思う。本学がそれを身につけられているかは

自己点検評価を含めて検証することが必要と思っ

ている。集大成という意味で、教育実習の質は高め

ないといけないし、この辺りでの教育委員会との連

教育実習では教育委員会ごとのやり方があるの

で、自治体に申し込んで割り当てがくるとその手続

きにしたがってやるのみ。自己開拓とか割り当てで

決まらない学生については本学が教育委員会や学

校にお願いしている。数が多いので、自治体割り当

ての場合には、断られればお願いはできないので、

近隣の学校とか実務家教員のいた学校に行かざ

るを得ない。 
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指導の兼ね合いで出張の時期がわからず、こちら

の割り振りも難しく、スケジュールがタイトなので、も

う少し早く教えてほしいが、難しいのだと思う。自治

体には教員採用試験の受験が必須というところも

あり、受験しないなら受け入れないというところもあ

る。 

携はあり得るが、本学の学部と教育委員会の関係

が 1対 1でなかなかできず、かなり多様に複雑に

絡み合っていて、連携を取るのも難しい。 

このようなことで連携・

協働できれば、教育実

習の質の向上に効果的

であるなどの提案があ

るか 

  今まさに教育実習ではないが、新しい取り組みの

中で学校体験活動や介護等体験を自治体でやる

ことについてはアポイントメントを取って訪ねて行く

しかない。足を運んで説明をして、取り組みのご理

解を頂いている。つながりがある出身教員を通して

お願いをする。あるタイミングではしかるべき人が行

く。お互いに顔を知ることが大事だと思っている。 

以上 
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質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

貴学の教職課程におい

て、中教審答申が示して

いる案のように、長期間

まとめての履修だけでは

なく、どのような柔軟な

履修方法の可能性が考

えられるか 

 

現在 3年生で実施して

いる教育実習を 2年生

に、また、4年生で実施

している教育実習を 3

年生に早めることは可

能か 

本学は開放制の中高と養護の教員養成課程と幼

稚園と小学校の教員養成課程がある。目的養成を

している学科がある。開放制の中高の課程ことにつ

いて話させてもらう。4つのキャンパスに中高の課

程を置いているが、課程認定上の扱いを受けてい

るその 1つの話だと理解してほしい。時期を変える

ことは、本学では現実的ではない。今 3年で事前

指導、4年で教育実習の本実習と事後指導をして

いる。春と秋にやっているが、4年生の春学期に実

習を行う学生がほとんどで、秋に実習を行うのは、

実習校の予定に合わせているので、春にするか秋

にするかこちらの希望は出せない。それをするには

実習校の協力、理解が不可欠になる。4年生に実

施しているのは、数年前本学が教育実習の課程認

定を受けた際に多くの科目を設定するように、文部

科学省から指摘があった。これに対応した結果、教

育実習 4年生で行く前提となる単位取得するべき

科目が格段に増えた。それを 3年生に前倒しする

となると、1、2年生の科目履修がパンパンになる。

開放制なので学科の科目の履修もあり、なかなか

難しい。しかもキャップ制で履修上限を設定するの

で、たくさんの科目を短期の間に履修するのは不

可能。もしやるとしたら大学全体の仕組みを変えな

いとできない。 

開放制の教員養成大学なので、基本的には A大

学と同じ。実習の時期について実習生個々の希望

ではなく、各実習校、各自治体が指定する期間に

行っているので、本学の希望を申し出ることはでき

ない。複数校種での実習、小学校、中学校、特別支

援学校の実習をする場合の調整は難しい。カリキュ

ラムでは、3回生春学期に学校教育総合演習とい

う小集団の必修の教職のゼミ、秋学期は引き続き

教育実習の科目、これらを一貫して置いている。教

育実習の受講年度は教育実習の前年度までに卒

業見込みや教員免許取得見込みであることもあ

る。教育実習を行うに当たっての自覚と意識を持っ

た学生、スキルを持った学生を送り出すことになっ

ているので、2回生や 3回生のうちに学校現場で

教育実習を行うには慎重な議論が必要で、現段階

では困難である。 

幼稚園、小学校、中高の養成課程は早い段階で置

いている。小学校は 1984年くらいから置いてい

る。現在の実施の形も長期固定できている。もちろ

ん中学校、高校に関しては開放制の課程だし、幼小

ではそれを主目的にするが免許取得を必修にはし

ていない。多様な目的意識を持った学生に対して

養成課程が設置されている。従来の教育実習の位

置付けに鑑みて、幼稚園、小学校は 3年次、中高

では 4年次に実施をしている。そのねらい、目的が

変わらない限り、全学のほかのカリキュラムとの調

整がつかない限り、受け入れ側の自治体の教育委

員会の受け入れ対応の急激な変革は現実的には

難しい。それらが全部整った上で法令とかも変わっ

て自治体も対応して、大学もカリキュラムポリシーを

見直して、時間をかけた先には考えることも可能か

と思う。 

教育実習の単位数、大

変さ 

事前指導が始まるのが 3年生で、3年生の教育

実習履修登録には教職科目 1科目の履修が条

件。その学生を実習に派遣していいかの見極めを

2年生終了の段階でするが、学科によって派遣の

基準を設けている。これには成績や習得単位数な

どがある。4年生で実習に行く段階では教職課程

の方で、高校の場合は 29単位が免許取得要件

単位に関わる条件がいくつかある。まず実習に送り

出すために、2回生と 3回生の間に 20単位要件

があって、それに含まれる科目である教職の理解に

関する科目、教育原理とかそういった教職の基礎

的理解に関する科目を 20単位取った学生が 3

回生に教職課程の履修を継続できて、教育実習の

準備に取り組むことができる。次のハードルが 3回

養成課程としては幼小中高とあるが、細かい基準

はいろいろある。本学でも教育の基礎的理解の科

目で何単位だとか、どの科目ができている必要が

あるだとか、それ以外にも科目の上での要件設定

をして、かつ指導法についても 3教科以上だとかそ

ういう設定もしている。中高に関しては、学習成績

GPAでいくら以上という基準も設定している。実習
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でそのうち 21単位、中学校の場合には教育の基

礎的理解と 37単位が必要でそのうち 27単位を

それぞれ修得していないと 4年生の実習継続がで

きない。4年生の実習継続の条件が文部科学省の

指示によって数年前に大幅に増えた。 

生と 4回生の間の単位の条件で、教員免許状取

得見込みで、取る科目は取得したい免許状の種類

によって異なるが、教職の基礎的理解に関する科

目から指導法、教育実習事前指導という準備に当

たる科目まで、合計 29単位取っていないと 4年

次に履修を継続できず実習にも行けないということ

になる。最終的に免許を取るのに必要な単位数は、

ある学部の例になるが、中学校一種の社会科だと

73単位、高校一種だと 67単位という風に、多少

科目ごとに違いはあるが、必要科目数を設けてい

る。 

補足で修得単位数だが、高等学校の教師免許状

に関しては法定単位を取らせる。中学はそれよりは

若干多めの単位設定で、教科に関する専門的事項

辺りで少し上回っている学部もあるし、教育の基礎

でやや余分に取らせるカリキュラムにしていて、法

定よりは若干多い。施行規則の第 66条の 6に定

める科目も全部含めての総単位数に、だいたい 8

学部課程認定を受けているが、だいたい共通する

必要単位数となっている。 

に行くには、行く前年度、幼小であれば 2年生ま

で、中高であれば 3年生までで必要な要件をクリ

アしておかないと実習には行けないことになってい

る。 

早い学年から「学校体

験活動」を取り入れて教

育実習の一部に含める

ことは可能か 

なかなか難しいと思っている。現在近隣の自治体

の協力を得て、2年生以上を学校ボランティアに派

遣している。最大 60人くらい。免許取得の条件に

はしていないが、授業として単位化している。ボラン

ティアの経験は学生によってさまざまで、学校種も

小学校と中学校、通常学級あるいは特別支援学

級、また学校によって任せられる活動内容が違うな

どもあり、学生の経験は違っている。あくまでもボラ

ンティアで小中学校での活動だが、もしこれを学校

体験活動として実習の一部にするのであれば、ボ

ランティアではなく実習の一部とするために、活動

の内容や学びの目標を教育委員会とか各学校と

やはり難しい。学校体験活動として学校インターン

シップと学校ボランティアを実施しているが、どちら

も学生の自主的な取り組みであり、すべての教職

課程の履修者が体験するのは 4回生の教育実習

のみとなっている。先ほどの通り、開放制の教員養

成大学においては各学生が所属する学部で専門

性を高めることも重要なので、学校体験活動を早

い段階で科目として実施して教育実習に含めた場

合、学生の所属学部における学びを圧迫する可能

性があり、開放制の理念に照らしても効果的だとは

言えない状況だ。学生の負担や、適切な事前・事後

指導の観点からも、早期から学校体験活動を取り

入れて教育実習の一部に取り入れるのは慎重に議

本学がある自治体では 2000年代中頃くらいから

自治体の方が学校ボランティアの制度を作って募

集をしている状況があったので、大学としては学校

ボランティアでそれぞれの学校で行われることは違

うが、必要とされるところで経験を積むのは望まし

いので、そちらに案内している。それは受け入れ側と

の調整でなされる。基本的には学校ボランティアに

いろいろな形で出かけなさいと指導をしている。教

育実習そのものが小学校の場合 4週間あるので、

しっかり集中して充実した期間を過ごさせる。インタ

ーンシップの制度を導入するかは、それによって学

校ボランティアが単位化できる面もあるが、単位化

するとなると内容を技術化するとか、経験の日数、
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調整して共有しながら実施していかなければなら

ないが、現状ではなかなか難しい。 

論を進めていく必要がある。学校インターンシップ

については 3回生以上の教職履修者を対象に選

択科目になっていて、本科目は学校インターンシッ

プの受講希望者を募って、受け入れてくれる学校に

指定人数分割り振ることで実習校を決めている

が、教育実習生が毎年 400名弱いるので、その人

数分インターンの学校を確保して、割り振って調整

してというのは大学としても受入校にとっても多大

な困難を伴うことが予想される。インターンシップの

科目は 3回生以上、先ほどお伝えした単位要件を

クリアした学生が受講できる科目として設置してい

て、GPAの縛りもあるし、担当教員による面接で受

講を許可された学生だけがインターンシップに参加

できる仕組みになっている。この仕組みを取って、全

員がインターンシップに参加できるとなると、教職の

基礎や教師としての心構えが十分に身についてい

ない状態の学生を教育実習に含まれる一部の活

動として送り出すことになるので、適切な活動がで

きるのか、検討の余地がある部分だと思っている。 

時間数とかで縛りがかかると同時にこれ以上来な

くてもいいとなってもせっかくのボランティアの形が

損なわれるので、制度を作ること自体がどうなのか

と思う。インターンシップで単位化することは導入し

ていない。 

学校体験活動のメリット

はあるか 

教育実習以外に学校体験活動、ボランティアやイン

ターンシップをするのは学生にとっては早い段階か

ら学校現場を知るのにいいことだと思う。音楽でも

学生たちはさまざまな学びをしていていい変化をも

たらしてくれている。学校現場も助かっていて、若い

人が来て先生方も活気づいているという評価も頂

いていて、学生たちに伝えるとまたやる気を出して

いる。それを実習としてやるとまた違う課題が出てく

ると思う。一部の学生だけにすることも考えられるの

かもしれないが、うちは 60人の学生が行っている

ので、その学生たちだけにすればいいというのもあ

るかもしれないが、学生によって実習の種類がさま

ざまになると事務上の問題や指導の問題もあるの

A大学と同じ、理論と実践の往還の具体化という

視点でもあまり回生を特定せずに、4年間の学び

の中で絶えず行って帰って確立されるその中身の

ひとつとして、学校体験活動もそこで課程認定を受

けた科目として学生を対象にカリキュラムを構築で

きればひとつの落ち着くべき理想型になるのかもし

れないが、本学の場合、元々教職課程の履修規模

だとか、あとはキャンパスも 3つそれぞれ違う府県

の違うところに設置しているので、近隣の自治体の

協力では収まらない。教職課程履修者を 1、000

人単位で抱えているので、全員を前提にもれなく学

校体験活動で位置づけられるような単位化される

取り組みを機会として与える実現性を考えたとき

現状の教育実習内容 4単位、インターンシップの

1単位を変えずに養成課程の組み立て、時間の分

散という形で早期に学校体験活動を導入していこ

うとするならば、当然今実習として行われている期

間がある程度短くなることも起こりうるので、その辺

りをどういう建て付けで考えているのか情報がない

が、当然学校体験活動、学生ボランティアで出かけ

て行くことがない学生のためにも、これまでも 1年

次の基礎科目、以前あった教育総合演習が 2012

年くらいまであったが、その中で 1年生、2年生くら

いで現場に出かけて行っての体験学習というのが

別の科目のところで行っていたこともある。教育実

習の単位設定や、今の形を変えなくても必要であ

れば、各大学で既に実施していることだと思う。本
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で、やるのであれば一律でなければならないと思

う。メリットはあるが、実施するのは難しいだろう。 

に、課題やポイントが相当あると今の時点の肌感覚

で感じているところ。 

学に着任する前までは学校側にいたので、それぞ

れの段階で 1日だけの観察実習を受け入れてい

たが、果たしてそれは何か継続的なメリットがある

かどうかと言うと、「そういうことも国立の養成校とし

て力を入れてやっていますよ」というような見栄えは

いいかもしれないが、1年に 1回、2回そういう機

会があったからといって、それがダイレクトにいい影

響をもたらすかと言うと、準備したほどのことはな

い。受け入れ側の負担になる。そういう意味でも受

け入れ側の負担を考えると難しいだろうし、一週間

に 1日だけでも受け入れ側、送り出す方双方のタ

イムマネジメントやもろもろの困難が考えられるの

で、学生ボランティアがある状況で制度としてやる

必要があるのかと思う。 

教育実習の実施を分散

化させることは可能か 

実施する学年にもよるが、丸々1日空けると時間割

編成でしわ寄せが来る。開放制の教職課程は学部

の専門科目がベースにあるので、学科の時間割編

成に支障が出てくることも考えられる。学科の理解

がないと不可能。1日空けるためにはその分カリキ

ュラムを変更しないといけない。学科のカリキュラム

は専門性に基づいて配置されているので、配置を

変えるのはなかなか困難。4年の実習を 3年にす

るのも同じ。今回の話は教職課程がメインで、開放

制は学科の専門性の上にあることを抜きにした答

申になっている。そういう意味で教職の都合で学科

全体のカリキュラムや学生に影響を与えることにな

れば、だったら教職課程を置かなくてもいいという

学科が出てくることも考えられる。つまり中教審や

文科省が教員志願者を増やしたいと言っているの

とまったく逆の効果を出してしまうことにもなりかね

ない。2年間にわたり実施を分散すれば、実施校が

2倍いる。1年目と 2年目を同じ学校ですることも

あるかもしれないが、手間が 2回かかり、受入校も

開放制という大学の特性とか実習生の規模を考え

ても A大学にまったく同意で、難しい状。連続して

教育実習を行う意義についても考慮する必要があ

る。中学校で 3週間の中でそのクラスの観察実習

を行ってそれを踏まえた指導案を作成して授業実

習を行うとか、まとまった単元でそれを実践すると

か、実際教師になったときに行うような連続して実

習を行う意義も考慮すると、効果も考えないといけ

ない。実習期間や実習校の調整もある。ただでさえ

高校の情報科とか 1つの科目で実習を行う学生

は実習校がなかなか決まらないのに、実習生が 2

倍になると受け入れを拒否する学校も増えてくるの

かなと思う。 

やらなくてはならないとなればやらざるを得ないが、

積極的に望んではいない。受け入れ先を調整する

自治体、教育委員会を考えたときにそれだけのメリ

ットがあるかと言うとなかなか見出せない。実習を

一定期間行くからこそ深められる部分というのは、2

週間目、3週間目での学生の変化は十分感じられ

るはずで、単に分散化とか振り分けるとか、下の学

年に下ろしてみる操作的なことだけでやるものでは

ない。できるかできないかと言われたときに、できな

いとは言わないが、決して望むものではない。 
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一括とは異なるプログラムを組まなくてはならない

負担がある。大学で事前・事後指導を 2回すれば

事務の負担も増える。実数生が 500名弱いるの

で、大規模な大学ではそれだけの負担を受け入れ

る余裕はない。 

早期化や分散化といっ

た教育実習の柔軟な履

修には、どのようなメリッ

トやデメリットがあるか 

メリットは何なのか想定できない。むしろデメリット

の方が大きい。学生の負担を軽減するために週 1

日とか、3年生に下ろすとか中教審の議論の中で

あったが、学生にとって早期化したり分散するのは

今まで以上の負担をかけることになると思う。比較

的 4年生は履修に余裕がある段階なので、ある程

度の時間を空けることは可能だが、3年生までは

本当に忙しい。そういう学生たちに 3年生で実習

に行くから 2年生までにこれをやろう、1年生まで

にこれをやろうと設定すると、ただでさえ教職は大

変だと本学では言われていて、これ以上大変だと

植え付けることになりかねないので逆効果だと思

う。4年生でやるのは、ある程度の専門性をつけた

上で実習に行くことができるメリットがあると思う。3

年生だと専門性が低くなってしまう。実習校の授業

の方でも十分な指導、授業ができるかどうか懸念

される。そういう意味である程度専門性をつけた 4

年生、時間的にも余裕がる 4年生で実習に行く方

がメリットは大きい。 

メリットとして無理矢理考えるとすれば、教育実習を

早期化して 3回生までに終えた場合、教員採用試

験と教育実習の重複を避けることができたり、実習

を終えた上で教員採用試験を受けることができる

ことがメリットと思う。早期から学校体験活動に関

わることで学生の進路決定の材料に使うことがで

きるとも思うが、デメリットの方が大きい。教育実習

生としての自覚や準備や意識を身につけていない

まま送り出すことは実習校様に迷惑をかける要因

のひとつにもなると思うし、教員になる元が整って

いないまま行っても、教育実習に値するようなことが

できるのか。いい策ではない。開放制の大規模教

員養成大学なので、現行の教育実習に加えて、分

散化した教育実習と関わって全国多岐に渡ってい

るので、教育委員会と個別調整を行うのは困難だ。 

まとまっているからこその学びがある。ほかの何か

で取り戻せるかと言うと、なかなかメリットを見出す

ことは難しい。それ以上に、大学生活のスケジュー

ルも難しくなる中で実習に行かないと免許取得が

難しいのであれば、早期にあきらめようとなると思

う。現状ではそれなりに準備して、免許は取得した

いと考えている学生が実習に行っているわけで、日

程的な煩わしさ、手続き的な煩わしさだとか、教職

について焦点が定まっていない 1、2年生の段階

で、それぞれの段階でいろいろな活動を実施したい

ときに、ときどきイレギュラーに実習が入ってくるとほ

かの活動を制約してしまう面があるので、それなら

ば最初から止めておこうとなるのではないか。 

貴学において、中教審

答申で提言されている

実習の柔軟な履修に類

する取り組みや準じる取

り組みなどの先行事例

や好事例 

本学では目的養成の幼小の段階を置いている。基

本的には幼稚園か小学校か保育士のどれか免許

を取って卒業するプログラムになっている。目的養

成のところではこうした取り組みは比較的しやすい

と思う。開設してまだ年が浅い。2年生で参観実習

という形で近隣の小学校に参観に行くとか、幼稚

園は夏休み中に参観をして単位にしているが、それ

は目的養成だから可能と思っている。 

教育実習は 4月の教育実習直前ガイダンス、実習

校が指定した時期の実習、11月の事後指導、これ

らを通年科目として設置している。留学する学生も

多くいるので、年度を超えて留学・休学する場合、

前年度の受講、復学後や帰国後の秋学期の受講

を認めている。前年度の春学期、戻ってからの秋学

期の評価を合わせて、通年科目とする「渡り受講」

という履修を設けている。 

幼稚園、小学校の養成課程を持っている学科につ

いてはそれを主要目的としているので、1年生の基

礎演習やその他の科目で、現場を参観している。そ

れぞれの段階で教育実習という名目ではなく実施

している。参観観察はそれ独特の視点で参観させ

ている。実習の中でそれを扱う必要があるかと言う

と、そこまでではないと思う。 
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質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりか

えりをしているか 

理論と実践について、3年次の教科指導法科目は

中学校で 4科目、高校で 2科目あるが、この中で

学生は模擬授業を行ったり、他者や担当者からコメ

ントをもらったり、自分の授業をふりかえることを行

ってはいる。4年次後期の教職実践演習や教育実

習の事後指導では教育実習での生徒との関わり

や授業実習の経験の意味、行為と結果の関係性を

考える省察は行っている。そのほかに、学校ボラン

ティアに派遣しているが、これを単位化した授業で

は、学生たちが派遣先の子どもたちに働きかけたと

きの反応や、教師が働きかけたことに対する子ども

たちの反応について、学生が他に見方はないかな

ど、多様な解釈の可能性を探る取り組みも行ってい

る。経験をふりかえることはしているが、省察とは単

にふりかえればいいとか経験の意味を考えればい

いということではない。そのときどきの行為とか実践

の大元にある自分自身の思考の様式や枠組みを

問い直すことが必要で、反省的実践が提示される

ことはあるが、なぜそこで自分はしたのか、考えたの

か、思考様式を考え理由を問うこと。本学では自分

自身の思考様式や枠組みを問い直すことはなかな

かできないし、回数も限られている。むしろ課題を見

つけて次に生かすことを考えている。 

教育実習の事前指導の科目を 3回生の秋学期に

最高 25名の小集団の必修ゼミで置いている。こ

の科目では、実習での具体的な実践・考察を通し

て、教師としての自覚や意識を養成していくことを

目的としている。授業の中で教育実習に向けた学

生ひとりひとりの課題の明確化と、実習における研

鑽計画を作成して、自らの理論を実践するための

準備の科目として置いている。この科目を受講した

後に教育実習から戻ってくると、秋学期に教育実習

の事後指導と教職実践演習の受講がある。教育実

習で経験したことを客観的に分析して、自らの課題

を把握し、今後の研鑽に生かすカリキュラムを設置

している。教育実習の事後指導で教育実習アンケ

ートを実施しているが、同じ内容のものを教育実習

の直前ガイダンスでも実施して、指導案を書くのに

自信があるか、生徒とのコミュニケーションに自信

があるかなどを事前指導の中でも聞いていて、同じ

質問項目でできるようになったことや今もなおでき

ないことを学生自身がふりかえられるようにしてい

る。 

全体的な枠組みとしては 2013年から教職実践

演習の導入に伴って履修カルテの導入が義務づけ

られたので、ある大学をモデルにして、各学年で年

に一度すべての履修科目、学習経験をふまえたふ

りかえりの活動を全体的な仕組みとして行ってい

る。履修カルテには科目の成績評価も記入する。育

成指標、教員に向けて育成すべき資質能力を上げ

た上で、それに対する評価を学校ボランティアの経

験を含めて 20数項目でふりかえる。 

各科目の授業では単純にその科目のふりかえりを

行う。授業の中で学校を訪問したり、指導法科目で

模擬授業をおこなったりして、それぞれふりかえって

いる。本実習では、日々日誌でのふりかえり、教員

からの指導やまとめとしてのふりかえりもあるし、実

習後は他の実習生や次年度実習に行く学生をふり

かえりをしたり、4年生の教職実践演習では実習

経験を踏まえたふりかえりをしている。 

ふりかえりはオンライン

でやっているか、オフライ

ンなのか 

基本的には対面の授業の中で行っている。レポート

はシステムで提出させることもあれば、教員によっ

てはペーパーのこともあるし、それにコメントしてひ

とりひとりに返すこともあるし、授業で全体に対して

コメントすることもあって、一概にどういう形かは言

えない状況。 

授業の中で行うので対面でオフラインで実施して

いるが、教職カルテに当たる自己分析シートはシス

テムで提出して教員がコメントする。それはオンライ

ン上か直接かは教員による。 

履修カルテも教育実習の記録についてもすべて紙

ベース。オンラインでやっていることはその範囲では

ない。個別の授業に関して、オンラインの中で省察

を行っている授業があるとすれば、個別の授業の中

で独自に行われていることで、推奨することも制限

することも行っていない。 
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何年生でどのような活

動をしているか、規模は

どの程度か 

教科の指導法、教職実践演習、事後指導、学校ボ

ランティアと 4つを挙げたが、教科の指導法は教

科によって履修者がさまざまで少なければ十数名

だし、多いと 100近い。1名の教員に対して 10

名のところと 100近いところもある。3年生で実施

をしている。私どもの所属の教員が理科や社会を

担当しているが、模擬授業の省察はひとり学期中

に 2回くらいするみたい。教職実践演習は 2年次

の秋学期だが、本当は 20 くらいがいいのだが、

30名以下くらいでやっている。ふりかえり、生徒と

の関わりや授業について扱う授業が 2回設定され

ていて、そこでふりかえりをしている。学校ボランティ

ア、学校インターンシップは今年は 40名ちょっと派

遣しているが、私ひとりで対応している。学生はグル

ープを作って話し合いをしている。学年はバラバラ

だが、通年でやっているので春学期、秋学期に 1

回ずつふりかえりをしている。 

教育実習の事前指導の科目が 3回生の秋学期に

設定されていて教員 1名で学生定員が 25名で

設置をしている。受講者が多い年はクラス数を増や

したりして多い人数にならないようにしている。教育

実習の事後指導が 4年生の秋学期にあるが、教

員 1名、学生定員が 25名にしていて、本学では

3回生の春学期に学校教育総合演習という小集

団のゼミがあって、そのまま受講生と教員がスライ

ドする形で教育実習の事前指導、教育実習という

流れになるので、 

同じ教員がずっと対応していくので一貫性を持った

指導をしている。教職実践演習は教員が変わるこ

ともあるが、定員は 25名。 

履修カルテによる省察は 1年生、2年生の間は大

きく 2 クラスに分かれていて、50人くらいの学生の

ものをチェックしている。3年生、4年生になると専

門のゼミに分かれて、1つに 10人以内くらいの学

生が所属している。専門ゼミをやっている間に実習

に出かけるので、実習の様子等はゼミの先生の方

で把握している。もちろん 4年生の前半には採用

試験もあるので、進路ということではゼミの先生が

関わってもらう。3年生、4年生に関してはそういう

指導体制でいつということはなく、毎週のゼミで必

要に応じて対応している。3年次、4年次の後半に

ある教職実践演習では細かくテーマが分かれてい

て、それまでの実習経験のふりかえりから入って個

別の点まで深めるのが 12名の先生で行われてい

る。、教職に関しては充実したふりかえり活動ができ

ていると思っている。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 

現在、貴学の教育実習

では、実習校や教育委

員会とどのような連携・

協働をしているか 

実習の目標とか評価の共通理解、合理的配慮、実

習トラブル、ハラスメントなどへの対応だが、教育実

習委員会というのがあって、教職課程を開設してい

る学科から 1名委員として参加している。そこで目

標や評価の共通理解は毎年している。実習のトラ

ブルやハラスメントについては教職課程の統括組

織であるセンターと、学生所属の学科が連携して

対応をしている。トラブル事例については教育実習

委員会が全学的な共有をはかり、トラブルがなかっ

た学科でも教職指導することを意識した取り組み

をしている。合理的配慮については学内部署が十

分なかったので、今年度から担当部署を作り、教職

課程と連携してやっていくことになっている。現在で

も授業科目で合理的配慮が必要な学生はそこの

教育委員会との連携は訪問指導がこれに当たる。

実習校や教育委員会から要請があれば大学の指

導教員が訪問指導を行うが、要請がない場合でも

事前に情報共有が必要な学生について必要に応

じて訪問指導を行う。ハラスメント事案発生の場合

も、学生のことをよく理解している 3回生の教職ゼ

ミ担当教員が迅速的確に対応できるようにしてい

る。教育実習については、実習開始一週間後を目

処に、大学宛てに中間報告はがきという自由に記

載できるようなものを提出するように指示をしてい

て、実習指導の教員との関係性や、教科指導につ

いて気になる点の記載があった学生がいれば担当

教員から実習中の学生に連絡を取。また教育実習

中の目標などの共有については実習の内容や成

実習校や教育委員会との連携や協働に関しては、

それぞれが必要性を感じないと成立しない。以前か

ら教育委員会と校長会と養成校が連携協議会を

持っていた自治体もあるし、近年教員採用が厳しく

なるまで何も教育委員会もある。教育資源をどの

程度割き、どこと連携するかは、間に合っていると感

じればなかなかしないだろうし、危機感を感じるよう

になると自ずと起ち上がっていたのだろう。国立大

学の教員養成学部だと自治体とその学部の間で

協定があり、自治体の教員を派遣してきているが、

国立大学と教育委員会の間で古くからできていた

ものが、今はそれでは間に合わないので私立大学

も含めて連携だとか協働だとかを言っているのだと

思うが、教員養成に関しての責任の持ち方というの



- 26 - 

 

質問 G大学 H大学 I大学 

部署と連携を取っている。トラブル、ハラスメントは

実習生だけでなく実習校に問題がある場合もあ

る。コロナの間はなかったが、数年前から学生から

の訴えがある。モラハラ、パワハラ、セクハラについ

ては、事前指導で実習中に気になることがあればク

ラス担当や学科の教員などに連絡、相談するように

指導している。そうした相談があった場合には学科

と教職課程が相談をして、実習校への申し入れや、

実習生の様子を聞く形で実習校の考え方を聞くと

か、微妙な関係性もあるので、協力しながらうまく

やっている。教育委員会との連携については、教育

実習も含めて近隣の自治体と包括協定を結んで

いる。当該自治体の実習校と自治体の教育委員会

の関係者とは年に 1回会合を持ち、実習生の様子

や課題を伺って学内で反映して指導している。幸い

近隣の自治体出身の実務家教員がいたり、普段か

ら教職課程の人間が教育委員会や学校とつなが

りを持っているので、そういった場でも本音を聞くこ

とができている。かつては基礎学力の不足をかなり

強く言われることがあったが、大学もその辺は意識

をして近年でそういう指摘は近隣の自治体からは

言われることはなくなった。 

績評価の方法について記載している教育実習の実

施要領を送付している。 

は圧倒的に国立が責任を持つべきで、それに対し

ての資源配分が十分なされていない私学に同じよ

うな連携・協働を求めること自体が搾取ではないか

と思う。どれだけ教員養成を自治体が危機感を持

ってやろうとしているのか、私学で言えばそこに割け

る資源は限界があるので、地域に対してコミュニケ

ーションしようというのはどこも同じだが、資源配分

には限界がある。全体的に見て調整をしないととて

もではないが、国立や自治体がやっていることに私

学も一緒にのってこいと言われても、同じ条件では

のれないと思う。自治体側はこれまでこちらの教員

養成関心を持っていなかったのに、今頃になって教

員採用に連携を求めてくる。本当に泥縄でやってい

るなと批判的な目で見ている。 

学生の出身校で実習を

する場合は、実習校とは

どのような連携・協働を

しているか 

協定を結んでいる近隣の学校や附属校に教員を

派遣、視察をして校長や先生から学生の様子を把

握している。その他の母校では、視察の必要がある

かを伺って必要と回答があった学校や、視察に来る

ことが要件になっている学校については訪問する。

文科省は母校実習でも視察に行けと言っている

が、本学が連携している協議会ではある学校の校

長から視察は迷惑だと言われたこともある。学校側

も数多くの実習生を受け入れていて負担になると

のこと。なので、「こういう形でお願いします」と言っ

て、その先は信頼している。実習の記録簿が返って

原則学生は出身校で実習をすることになっている。

3回生の春学期に受講する教職の必修ゼミ、学校

教育総合演習の中でガイダンスを受けた学生が各

自やっている。配当制とか教育委員会の承認申請

が必要な場合は大学が対応している。連携と言うと

訪問指導になるが、要請がない場合にも必要に応

じて担当教員が各学生の出身校、実習校に連絡を

入れて、円滑に行えるように体制を整えている。 

本学は附属校を持っていない。公立学校での実習

校は教育委員会が振り分ける。ある自治体は母校

実習が基本だったが、2年前から教育委員会で一

括で振り分けることになった。 
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きたときに確認して、何か必要なことがあればこち

らから確認をしている。 

教育委員会と連携・協

働する場合、どのような

点に連携・協働するメリ

ットがあるか 

教育委員会との連携・協働では 2つのパターンが

ある。1つは近隣の自治体で普段からお付き合い

のあるところ、もう 1つはお声がけを頂いて大学と

教育委員会の連携協働協議会の枠組みの中に参

加している教育委員会との関係。前者は、普段から

お付き合いのあり、ざっくばらんに先生方や教育委

員会の課長さんなどとお話できる関係で、授業や

課外の講演会の講師として来てもらったり、いろい

ろな教育活動にお互いに協力しあえるウィンウィン

の関係である。 

後者の大学連携協働協議会は形式が整えられた

枠組みで、普段関わりがなく、連携、協働するよりも

大学側が教育委員会のしたいことにどう協力してく

れるかという、私たちは消費されている感じがする。

普段から連携ができていないところと組むのはな

かなか難しい。 

教育実習の観点から、大学側のメリットとしては本

学にも数名今年度もいたが、実習先の確保が難し

い学生がいて、出身校で実習することが基本だが、

統廃合で学校がなくなったとか、情報科の授業で

実習先の確保が難しい学生に関して教育委員会と

連携して実習先を確保できる可能性があること。教

育委員会側のメリットとしては、教育実習という学

校体験活動を通して、教員養成の採用の仕組みを

整えることだと考えていて、教育実習から接続され

る学校インターンシップの制度もあれば、さらに養

成と採用の一貫性を重視した質の高い人材を確

保してもらえるのではないか。本学は全国多岐にわ

たる学生がいるので、どの自治体と連携するのか、

まったく異なる対応をそれそれに取る難しさもある。 

一定距離を置いた情報交換での連携・協定であれ

ば、直接的な影響は受けないが、そうでない連携・

協定もあって、教員採用試験の関係で新たな制度

を導入したいから、連携・協定を始めたいという形

で始まった協定もある。日頃の仕事のし方にも影響

していて、教育委員会がしたいことをやるために、事

前に了解だけは取ったよ的な感じでアリバイ作りに

される。責任の所在がはっきりしない状況や、教育

委員会にとって学校は末端の組織なのか、出した

指示に対してこちらがどんな反応をしてもそのまま

で、協働になっていない状況も生まれたりする。本

当に連携・協働と言うのであれば、時間はかかるか

もしれないがいろいろな問題を解決していく、フラッ

トな形で教育委員会に参加してもらうといいと思う。

なかなかフラットな立ち位置での連携協議ができ

ない。仕事を大学に依頼するだけではなく、人も含

めての交流もするとよいのではないか。養成の現場

と教員の現場は乖離している。教員の学び直しもし

っかり取り組んでもらえるといいと思う。 

以上 
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質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

貴学の教職課程におい

て、中教審答申が示して

いる案のように、長期間

まとめての履修だけでは

なく、どのような柔軟な

履修方法の可能性が考

えられるか 

教育実習の実施を早め

ることは可能か 

本学の場合は、卒業するために小学校教諭 1種免許状と中学校教諭 2種

の免許状双方を取得しないといけない。そのため、現在 3年生で実施してい

る教育実習を 2年生に、4年生で実施している教育実習を 3年生にするの

はカリキュラム上難しい。 

基本的には難しい。11附属学校園を有しているが、特別支援以外の附属幼、

小、中、高等学校で実習を行っている。本実習は 3年生の 8月に実施し、前年

度秋に各附属学校園と調整して、年末に決定する。4年生春に幼稚園実習と

中、高等学校実習と、高免のみの希望者の実習を行っているが、2つの実習は 3

年次後期の小中高実習と重複しないよう時期を調整している。受講資格を学生

便覧で周知しているが、教育実習においては教育実習入門とか介護等体験、教

育実習指導 Aの履修、中高であれば介護等体験と教育実習指導 Bを履修す

ることとしている。教育実習の早期化は、実習先の附属学校との調整や受講資

格の設定の都合上難しい。 

このことを実現するため

には、どのような条件や

環境などを整備する必

要があるか 

実習の早期化実現のためには、カリキュラムを実習実施時期よりも前に履修

できるように設定する必要があるのと、既に 2年生で実施している教育実習

と実施時期が重ならないようにすること、その学年の前期、後期の授業回数

が確保できることが求められるかと思う。秋の実施を春の実施にするために

は、実習校の受け入れ時期が変更可能であることが条件になる。 

もし早期化を検討するとすれば受講資格を再検討する必要がある。実習校から

は指導案の書き方も含めた実習生に対する事前資格をしっかりしてほしいという

要望もあって、早期化すると、十分な力量、教師になるための必要な学習や意識

づけを得られていないまま教育実習に臨むことはあるかと思う。介護等体験の位

置づけにも実施時期の検討が必要で、本学は多くの教育実習生がいて、今年度

673人いるが、それ以外に事前、事後指導を含めると 1751名と多数の実習

生がいる。2年次に 1年間をかけて介護等体験をしているが、教育実習を前倒

しするために、介護等体験の時期をさらに前倒しするとなると受け入れ側のこと

もあるので、どうしても難しい。受講条件と受け入れ先の可能性がクリアになると

早期化の可能性は見えてくると思う。 

実習校とのやり取りの難

しさ 

時期を早めてほしいとか変更してほしいとかをこちらが要求したとして、本音

を言うと実習校は応じたくないのだと思う。学校側も学校行事などがある中

で教育実習を受け入れてもらっている。大学側の都合で受け入れ時期を変

えてほしいと言うのは難しいし、こちらも申し入れしにくい。 

本学の場合は附属学校だが、附属の先生方は教育実習は自分たちの使命だと

思ってくれていて、頼めば検討はしてくれると思うが、それぞれの学校のスケジュ

ールがあるので、それは相談してみないとわからない。コミュニケーションはよく取

れているので、相談してみることは可能。 

早い学年から「学校体

験活動」を取り入れて教

育実習の一部に含める

ことは可能か 

このことを実現するため

には、どのような条件や

早い時期から学校体験活動を取り入れて、教育実習の一部に含めることは

技術的には可能だが、学校体験活動の新設や必修化は時間の確保、実習

校の受け入れ可能性、送り出す学生の移動手段の確保、活動内容の把握な

どが必要になってきて、事務作業も繁雑になるだろう。学校体験活動を教育

実習の一部に含めると、教育実習の効果が低下するのではと懸念している。

学校体験活動は教育実習とは別の時期にやるわけだが、同じ学校でやるの

か違う学校でやるのかによっても違うが、教育実習の中でも学校体験活動

ちょうど今年の 8月に学校等体験活動総合推進室を起ち上げた。これはあくま

でもボランティア活動等を支援するもので、教育実習の一部に含めるかは検討

されていないが、教育委員会との調整だとか、学校体験活動に参加する学生へ

の情報提供に関すること、学校体験活動に参加する募集や指導に関すること、教

職インターンシップに関することを業務としては行うことになっている。これが将来

的に教育実習の一部として考えることもできるかもしれないが、検討はされてい

ない。学校体験活動を教育実習の一部として位置付ける場合、学生に対する評
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環境などを整備する必

要があるか 

を含んだ内容もやっていると思うが、子どもの理解等を考えて、やはり連続し

た中で生徒指導、教壇実習、学級経営などで教師としての力をつける方が

効果的ではないか。学校体験活動はボランティアの形だが、教育実習のよう

に指導者が指導するのかを考えないといけない。そういう面で教育実習の一

部に学校体験活動を取り入れることで、教育実習と同じような効果が得られ

るのだろうか、低下する可能性もあると思っている。 

価をどこが責任を持つのかが課題となる。近隣の学校で体験を行って教育実習

の一部としたときに、学校の理解と協力が必要だが、働き方改革が叫ばれている

中で負担が増えるのでそれは難しい。学校体験活動を附属学校で行うとすると、

大学と附属学校は別の市になるので、恒常的にボランティアを附属学校で行う

ことも難しい。 

教育実習の実施を分散

化させることは可能か 

教育実習の実施の分散化は実習校が附属校か公立学校かで変わってくる。

4年生の教育実習を公立学校で行っているので、通年で決まった曜日に学

校に行く場合、大学のカリキュラムと実習校の受け入れ環境が整わないとな

かなか難しいだろう。4年生で実施している実習を 3年生と 4年生で分散

させると、既に 3年生で教育実習を実施しているため、実施時期がどうして

も重なってしまう問題が発生してしまう。本学の場合、学年ごとに教育実習が

設定されていることもあって、学年をまたいで教育実習を設定するということ

は、その学年の教育実習が過多になってしまう危険性もあるので、それでも

分散化して教育実習を実施しようとすれば、大学が希望する時期に実習可

能な実習校を確保することが不可欠な要件になる。 

異なった学年で教育実習をするというのが近い形である。2年次に教育実習観

察という授業があって、小学校、中学校でやっているが、本実習を行っている 3

年生と 2年生をペアリングして実習を観察して、課題認識することを目的として

いる。期間は短いが、同時に教育実習をしている。短期間ではなく 3年生と 4年

生が同時期に実習を実施するのはかなり多くの実習生がいるので実質的には

難しい。現在附属校で 1教師当たり 5名に設定しているが、現場の負担を考え

るとこれ以上は無理。3年生と 4年生で行くとなると、当然実習期間が長くなっ

て理解は得られない。決まった曜日に行くのも本学のキャンパスと附属校で移動

に時間がかかって、他の授業を受講できなくなり、時間割上でも多くの問題があ

る。教育実習を近隣の公立学校で行うとすればそういう可能性は出てくるが、い

ずれにしても現時点で交渉は行ってはいない。分散化に関して附属学校や近隣

公立学校の理解と協力が必要で、現在の日程も合間を縫って調整をしているの

だが、通年のような体制にした場合、附属校の負担が増す。勤務にかかる時間、

費用の負担も想定されて、実習生側からも理解を得るのは難しいる。 

分散化を行うと事務作

業の負担も増えるのか 

個々にスケジュールを組まなくてはいけないので、実習計画を立てるのに事

務の仕事が煩雑になる。ほかの実習も動かしながら、他の学年と分散させる

ことになると、そこの実習校との連絡調整とかも必要になる。 

事務方もいるが、スケジュールを組むことが増えるので当然負担が大きくなる。 

早期化や分散化といっ

た教育実習の柔軟な履

修には、どのようなメリッ

トやデメリットがあるか 

まず教育実習の早期化とか分散化のメリットは、教員採用試験までに免許

取得にかかる教育実習がすべて終わり、教員採用試験でどの校種を受験す

るか決定しやすくなることと、教員採用試験に対する勉強時間が確保できる

点にあるのではないか。 

デメリットは教育実習の早期化によって、学年ごとの教育実習が過密化にな

ること。それは同時に大学の他の授業科目の履修の過密化を招くことにな

る。 

メリットは、早い段階から教師という職業に対する理解が進んだり、自身の適性

や課題を知れる。教員採用試験にも対応はしやすくなる。一方で本学では対応

が難しいので、そこは何とも言えない。 
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採用試験のときに教育

実習が重なることは多

いか 

6月の半ばに教員採用試験が始まることになると、現行の中高の実習も時

期的に重なることになるが、教育実習に大きな影響が出るのかどうか。今の

ところ実習の時期を動かすかまでは検討はしていない。 

来年からそうなるので、今検討しているが、6月 16日が標準日だがその時期が

高免取得の実習と重なっているので、その時期に実習をするのは困難。1 ヵ月前

倒しを附属学校と協議しているところである。 

質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりか

えりをしているか 

 

学年ごとに教育実習を設定していて、すべての実習の事後指導で省察の活

動を全員に行っている。 

教職実践演習とか教員免許ポートフォリオで受講生の省察の機会を確保してい

る。それ以外に事前指導でも、3日間附属校を訪問して指導案を作成したり、教

材研究等の準備を行う中で省察の機会を設けている。また大学に戻ってきて、理

論と実践の往還になっている。教育実習を実施する前に大学で事前指導を行う

とともに、附属学校での事前指導を実施している。その中で、大学で学んでいる

ことを教育実習もどう生かすかにも触れて、受講生の省察を促す機会を設けて

いる。中高の方では全体オリエンテーションと教科別オリエンテーションを行って

いて、それぞれの教科に特化した学修を行っている。小学校の教育実習観察、

中・高等学校の教育実習観察の中でも受講生全員を対象とした事後指導を行

っていて、その中で省察の機会は設けている。 

何年生でどのような省

察の活動をしているの

か 

1年生は 5月に学校観察実習をおこなう。１週間附属学校や近隣の学校を

訪問して観察をする実習で、その事後指導で、2 コマを使って省察をおこな

う。前半 1 コマで 1人の教員が 14人の学生の省察を指導し、後半で 160

人が集まって省察の内容を発表する。2年生は 7、8月と 12月に分かれて

野外活動の参加を通して子どもを観察して理解することを目的に実習をして

いる。社会教育施設での実習だが、2月に事後指導で 1 コマ、4名の教員

で 160名の学生の省察を指導している。各野外活動コースの代表者が全

体発表を行っている。3年生は 6月と 10月に分かれて附属幼稚園と小学

校の実習を行っている。この実習の事後指導として 1単位の必修科目で省

察の活動を行っている。幼稚園実習の履修は 20名程度、小学校実習は前

期後期それぞれ 70人程度。 

幼稚園の初等実習リフレクションでは 6 コマを附属園において大学教員と

附属園の教員が協働して学生の省察を指導している。実習期間中に省察を

行って、残り 2 コマは大学でまとめの省察を行っている。小学校の初等実習

リフレクションでは、4 コマを小学校において大学教員と小学校教員とが協

働して実習期間中に学生の省察を指導して、残りの 4 コマは大学でさまざ

まな視点から実習で経験したことを省察している。4年生になると中学校実

習または高等学校実習を履修することになっているが、この実習の事後指導

教員免許ポートフォリオに関しては、教員に求められる資質や能力を 8つの基準

で表した「教員養成○○大学スタンダード」を作って、幼稚園、小学校免許、中・

高等学校免許、養護教諭免許ごとに各領域で策定をしている。これは学生が目

指すべき教師像を示したもので、各基準内に 3段階の基準を設定して、学校

種、教科ごとに具体的内容を学生に提示している。合わせて学生の学習履歴と

かを記録して、「教員養成○○大学スタンダード」の 8基準の到達度を学生と

教員それぞれで把握できるようなポートフォリオシステムを導入している。これに

よって学生が自らの教職課程の学びをいつでもふりかえることができ、教員は指

導学生の学習状況や課題と感じていることを把握できて、教職課程の充実化に

つながっている。教育実習の前にふりかえりをしたり、教育実習に行ってからポー

トフリオを元にふりかえりをしたり、ふりかえりに基づいて、教職実践演習の中で

それに基づいて自分の力の足りないところを確認して身につけていく作業を繰り

返している。教職実践演習は大学教員と内外の実務家教員が連絡を取りながら

教育実習校でのフィールドワークも取り入れつつやっている。全 15回の授業の

うち 2回から 3回は実務家教員、指導主事や学校長経験者に担当してもらい、

スタンダードの基準の 5～8については教育現場の実態を踏まえた授業を展開

していて、他大学の教職課程担当者にも積極的に情報を提供している。 
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では 1単位必修で省察活動を行っている。中学校実習または高等学校を履

修している 150名程度が各教科に分かれて、教科指導について省察を行っ

ている。4年生の 11月には総括と題して、２コマを設定して、前半の 1 コマ

で大学 4年間の教育実習の成果と課題について 14人のクラスごとに話し

合って、後半の 1 コマで出された意見を全体に発表して、4年生全員で意

見の共有化を図る。 

生徒と先生のやり取りは

アナログなのか 

省察の機会は教育実習のふりかえりの機会を挙げたが、すべて対面で行っ

ている。 

両方ある。アナログもデジタルも両方。ポートフォリオシステムはデジタルだが、そ

れに基づいて面談を行ったり、必要に応じてメールのやり取りもしている。教職実

践演習は対面で行っているので人対人もあるし両方という感じ。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 

現在、貴学の教育実習

では、実習校や教育委

員会とどのような連携・

協働をしているか 

 

たとえば教育実習の目

標や評価の共通理解、

実習生の合理的配慮や

実習トラブル、ハラスメン

トなどへの対応、大学の

指導教員と実習校の実

習指導教員が協議した

り、教育委員会と大学が

会議体を持ったりするな

ど、どのようなことについ

てどのようなやり方で連

携・協働しているか 

まず附属学校園と大学との間で定期的に自治教育部門会議というのを開い

ていて、附属学校園長に入ってもらっていて、教育実習の実施計画の承認で

あるとか、あるいは教育実習の効果の共通理解をはかっている。また大学の

実習担当教員と附属学校園の実習指導教員が教育実習の始まる前に附属

学校園事前説明会という教育実習の意義等についての説明を行っていて、

附属学校園の教員に対して教育実習の意義や効果、学生の状況などを説

明するとともに、より教育効果を高めるための留意事項を話して理解を高め

る場にしている。それ以外の国公私立学校との連携については実習受け入

れのための取り決めを結んで、実習期間中に少なくとも 1回は大学の教員

が実習校に訪問する形で連携を取っている。実習トラブルが生じた場合は指

導教員が実習校に出向いてその都度対応をしている。 

教育実習連絡協議会というのがあって、附属学校の副校長、あるいは教育実習

担当の先生、あるいは教育実習実施委員会の委員と、他学部の教育実習に関

わる関係教員が集まる会議だが、年に 3回、4月と 8月と 12月に行っている。

教育実習の目標や評価の共通理解、実習生の合理的配慮や、実習トラブル、ハ

ラスメントなどへの対応やアンケート結果、附属学校とか実習生に基づくフィード

バックの協議を行っている。2つ目は実習期間中に大学の指導教員が附属学校

を訪問して実習生への指導や、実習指導教員との協議をして緊密に連携をして

いる。1年に 1回だが、特別支援学校の教育実習連絡協議会というのがあっ

て、県内の特別支援学校の校長、教育実習担当の教員、特別支援学校のコース

の教員とか教育実習委員長を含めて参加して、1年に一度特別支援学校に関

する協議を行っている。あとは 1年に一度なのだが、ある市の教育委員会と連絡

協議を行っている。すぐ隣に政令指定都市の大きな市があるが、その市とも連絡

協議会を設けている。そこでも教育実習について共通理解をはかっている。教職

大学院は本学のある県と政令指定都市の市と本学のある市と本学の 4者協議

を行っている。教育実習委員会では配慮が必要な教育実習生が最近増えてきて

いる。昨年策定をして運用をしている。それから教育実習委員会では附属学校に

おける教育実習生のケガ、病気等に対するフローを昨年度策定して運用してい

る。教育実習中のハラスメント、ＳＮＳトラブル防止についても特に本年度から強く

周知していて、オリエンテーションで実習生に周知したり、実習校に連絡して、連

携をはかっているところ。 

学生の出身校で実習を

する場合は、実習校とは

出身校で実習をするのはうちの学生数自体がそれ程多くはないが、ほとんど

の学生は出身校で実施する機会はある。 

ほとんど特別支援を除いて附属学校で行っていて、出身校で行うことはない。 
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どのような連携・協働を

しているか 

出身校の場合は何か通

常とは違うのか 

年度によって実習校が変わっていくので、実習校との連携・協働は難しい。大

学の指導教員が実習期間中に 1回は実習校に訪問指導を行っている。 

 

教育委員会と連携・協

働する場合、どのような

点に連携・協働するメリ

ットがあるか 

教育委員会様と連携・協働する状況には至っていないのでちょっとよくわか

らない。大学と教育委員会が教育実習について協議する場が設定されると

質の向上がはかれると思う。 

本市と隣の市と連携していていろいろ情報交換はしていて、そういう意味では緊

密に連絡が取れている。学生にとっても座学や教育実習で学ぶことが難しい教

育現場の課題を把握する意味でもより現場の声が聞きやすくなるので、大学教

員にとっても理論と実践の往還の観点から教育委員会と協力することによって研

究と実践を行うことができる。現在の課題とか将来に向けた構想をより具体的に

伝達したり相談することもできるし、教育行政の実際や教員採用試験に関する情

報交換や情報共有ができる点では有益だと思う。大学についても実務家教員に

来てもらうので、採用に関わる人材確保がある程度容易になるメリットがあると

思う。本学は広域で県外から入学する学生が多いので、近隣の県、市の教育委

員会との協働は容易でも、本学の出身者の県となるとかなり広くなってしまうの

で、学生たちも地元に帰って採用試験を受けたり教師になることも多いので、近

隣ではないほかの県、市と協議の場を持つことは難しいので、やらなきゃいけな

いと言いながら幅広すぎてなかなか手が付かない。学部長が精力的で、遠いと

ころの県や市の教育委員会とも関係を構築しているが、なかなか十分には至っ

ていない状況。 

教育委員会や実習校と

の連携・協働について、

先行事例や好事例 

3年前に教育実習サポートガイドという実習生の指導に関する共通理解を

はかるための冊子を本学の教育実習総合センターと附属学校園が共同で

開発した。それ以降毎年そのガイドを用いて、附属学校園で実習指導教員研

修プログラムを実施している。教育実習総合センターの教員が附属学校園

に出向いて実習指導に関する説明を行っている。附属学校園との連携・協働

が以前よりもうまくいっている実感を持っている。 

ガイド自体は 37ページある。附属の先生方がすべてに目を通すのは難しい

ので 4ページのダイジェスト版も同時に開発した。 

教育実習が終わった 10月に附属学校の副校長と校種別で打ち合わせ会を実

施し、ざっくばらんに教育実習に関する意見や情報を交換している。教育実習連

絡協議会だと 50名くらいだが、打ち合わせ会だと数名なので発言もしやすく

て、お互いに本音でしゃべれる。教育実習入門という 1年生の授業で、実習の事

前オリエンテーションとして小学校の先生に授業をしてもらったり、実習期間に訪

問指導をしたり、恒常的に交流がある。大学の教員が附属校の研究会に参加す

るなどの連携を取っていて、問題解決しやすい状況はできている。毎年 4月に附

属校の新任教員研修会というのがあって、教育実習委員長が教育実習のシス

テムや具体、問題点などを研修して、新任教員に理解してもらっている。 

以上 
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質問 L大学 M大学 N大学 

質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

貴学の教職課程におい

て、中教審答申が示して

いる案のように、長期間

まとめての履修だけでは

なく、どのような柔軟な

履修方法の可能性が考

えられるか 

 

教育実習を早めること

は可能か、実現するため

には、どのような条件や

環境などを整備する必

要があるか 

教免法で必要な単位は 3年次に附属学校で 3週

間でまとめて取っている。それに加えて選択で 3年

生の授業観察の実習や 4年生の母校を含めた一

般の学校での教育実習をしているが、必修は 3年

次の 9月、10月にやっているが 1、000人規模な

ので、まとめて設定しないと学生の動きを作るのは

難しい。春先に単発的に行く実習については学生

個人が対応すればいいが、組織としては悩ましいと

ころ。 

教育学部以外の中高免の課程を設けている他学

部がある。他学部では 4年生の前期か後期に実

習校側の要望に従って母校実習が中心。母校側が

4年生で想定しているので、3年生での履修は難

しい。「実習公害」という言葉もあって実習生が実

習校に迷惑をかける議論がずっとされてきた経緯

もあり、できるだけ実践力があり、授業もしっかりで

きて、できるだけレベルの高い学生を送りたいので

4年生での実習がベストで、3年生で送ると実習

校に迷惑をかけるのではないかと懸念している。母

校や教育委員会も含めて受け入れる側が 3年生

でも受け入れて、多少未熟であっても受け止めて

頂ける環境が必要条件だと思う。教育学部は、幼

小中高の免許課程があるので、いろいろなバリエ

ーションで複数免許を取る学生がいる。施設実習

に 2年生、3年生で幼稚園実習・小学校実習、4

年生で中高実習という形でかなり細かく 4年間で

プログラムを組んでいて、保育士と幼稚園免許を

取ることや 1年生も観察実習に行っていることを

考えると教育学部では前倒しは難しい。 

教育学部と他学部があるが、実習は本学の学生の

居住地だけではなく隣接県から来ている学生も多

くて、過渡期について検討していかないといけない。

教育学部では 3年生が 4週間ずつ小と中で実施

するのが伝統的だが、多くの学生は隣接の県から

来ているので、学校からは一生懸命実習生を育て

ても他県に行くのではないかという声がある。居住

地が多い所で受け入れてもらおうとしているが、そ

ちらの県教委では実習の日程が大きく違う。それを

するには大学のカリキュラムを二本立てにしないと

いけない。徐々に隣接県に理解してもらって受け入

れてはもらっているが、何とか打開していかないと

難しい。学校体験活動に広げていくことについて

は、1年でも 2年でも履修して単位を出している

が、それを 3年生の実習に加えることで、今の 4

週間実習を 3週間にして全体で実習体制を組む

とかさまざまなアイデアがあって検討中。子ども理

解活動を新たに起ち上げた。大学 1年、2年から

インターンシップとして学習支援にすすんで行って

いるので、それも学校体験活動に入るのでカウント

をして、大学にも現場にも負荷がかからないように

できないかと検討中のところ。 

早い学年から「学校体

験活動」を取り入れて教

育実習の一部に含める

ことは可能か 

教員免許取得に必要な単位として考えると、今のと

ころ含めていこうという方針はないのだが、いきなり

3年生になって学校現場にすぐ行くのは望ましくな

く、それまでに現場の経験を積むのはカリキュラム

上大事なことだと思っているが、必修でうまく組みき

れていないところがある。今年度から自己創造のた

めの教育体験活動というのを看板にして立ち上げ

て、学生が自分で探してきた学校現場でのボランテ

ィアや、行事のお手伝い、研究会への参加も含めて

まず教育学部では学校体験活動をカリキュラムの

中には取り入れているが、教育実習の一部とはして

いない。学校体験活動自体が教育実習前の学ぶ

動機づけになっていたり、子どもの姿を学ぶきっか

けになっていて、学校体験活動は広めの理解で 1

年生から取り入れている。教育学部以外ではまだ

取り入れていないし、取り入れていくことも難しい。

評価の公平性や訪問指導も気になる。キャップ制

のこともあり、いたずらに単位化すると、キャップの

いろいろな問題点があって、教育実習に学校体験

活動を組み入れることができるか、検討時期だとい

うことでいろいろなアイデアを求めているものの、今

までの信頼関係や評価を失ってはとんでもないこと

なので、それを保ちながら上手にできないかと思っ

ている。4週間の実習期間で、受け入れ側が働き

方改革で 3週間のところもある。その辺りを整理を

していかないといけない。大きな方針があるわけで

はないが、変革しないといけないと思っている。 
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教育体験活動に位置付けて、積極的に参加を促す

ことを強調して始めているものの、免許法の単位に

は含めていない。カリキュラムの変更でなくなるのだ

が、2年生が附属学校で教育実習をしている先輩

の姿を授業観察をするというステップがあって、それ

も授業に位置付いている。関連してビデオを見て演

習をする授業というのも 2年生で設定されている。 

中に入ったときに履修単位制限に引っかかってしま

いこれも難しい。教育実習の一部に学校体験活動

を含めた場合、実質的に教育実習の期間が減って

しまう。１週間目に理解して、人間関係を作って指

導実習という流れが途切れてしまう。仮に取り入れ

るとしたら、実習に行く学校で学校体験活動を３年

生で入れば、4年生の実習で教育実習の学習効

果も減りが若干減るかなと思うが、附属校ではな

いので難しい。 

教育実習の実施を分散

化させることは可能か 

1、000人が必修レベルなので分散するとなると難

しさがある。今は 3週間でまとめてやっているが、あ

とは選択の機会を増やして 2年次で観察をやるな

どでいっぱいいっぱい。 

教育学部では実習期間に授業をストップして行か

せているが、それを全面的に組み替えないといけな

い。通年で決まった曜日に実施すると、学生それぞ

れにゼミや必修が多様なので、個別にやり取りをし

ないといけないのだが、そこの調整もかなり大変だ

し、事務作業も膨大になって事務負担も大きくなる

と思っている。教育学部以外については実習のとき

に授業は止めていないが、その辺が問題。 

不可能。 

学校側と生徒のやり取

りでメールは使っている

か 

附属学校の場合は任されているところがあるが、う

ちの大学はMicrosoftなので Teamsを使ってい

る。指導教師とグループになってコミュニケーション

を取っていることが多いかもしれない。大学として決

めているわけではない。 

ポータルから一斉に学生に送信している。個別の指

導案とか細かい相談は先ほど言った通り。 

大学から学生への連絡は LMSで個別に連絡した

り発信したりしている。実習校と大学ではメールアド

レスの交換はせずに電話でやっている。 

大学独自でシステムを組んでおり、実習校が基本

事項を入力すると、大学や配属される学生は担当

学年、校長名などの細かな情報が見られる。学生

との個人的な連絡はメールでのやり取りで、大学の

LMS と連動していないので、一元化されておらず

一元化したいという声は出ている。実習校には便利

だと言ってもらっている。 

早期化や分散化といっ

た教育実習の柔軟な履

修には、どのようなメリッ

トやデメリットがあるか 

実習は現場にぽんと入って短期間で準備して実習

をしないといけない。あらかじめ現場を見て、授業は

どうやるかを見て、いよいよ実習をして、実習の後に

もう 1回改めてじっくり現場を見ることがあると学

びが深まると思う。できるかできないかは度外視し

て、メリットはそういうところか。そうは言ってもそれほ

ど膨大な時間は費やせなくて、実習が細切れになっ

て学びが断片的になってしまう。積み上げていくの

も大事だと思っている。 

就職の準備が早期化、分散化すると学生はやりや

すいと思う。教育実習が教員採用試験や一般就職

の対策になるので学生にはメリットがある。デメリッ

トは実習校には未熟な学生を受け入れることが負

担になるし、3週間の積み上げでの学習効果が得

られるか疑問。分散化すると、実家に戻って教育実

習を行う学生にはデメリットが大きく、2回帰省する

のか、大学で 1回やって 1回帰るのか、そのあたり

制度設計も問題である。 

分散化の確認をしたいが、4週間を 1週間と 3週

間に分けるということか。メリットは一切ない。受け

入れ側を大事にしないといけない。分散化にはメリ

ットはなくデメリットばかりだと思っている。 

大学 1、2年で体験的なものを入れるのはシステ

ムとしてはいいが、教育実習を縮小させてその分入

れ込むのはどうか。 
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現状 3週間だがそれを切り分けていくメリットは思

いつかない。 

学校現場を見たり、一定期間先生と生徒をつなぐ

仕事をするような機会はどこの大学でもしているだ

ろうが、それを単位化するかが問題なのだと思う。

大学にもよると思うが、積極的に留学に行かせてい

ると前倒しに懸念を示すところはある。 

質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりか

えりをしているか 

2年生が選択で附属の授業を見に行き、協議や授

業をしている。それぞれ意見を言い合うことが自然

にできていたので、そういう形態に慣れてきたという

感じがしている。省察は大事だという機運はあるし、

概念的にはそれは共有されていると思うが、具体的

に実現する手立てとしてこうなっていますというとこ

ろまで成熟しているかと言うとそこはどうか。もしい

い事例があったら私も聞いてみたいなと思ってい

る。 

教職実践演習がまさにこういうことを実際に行う貴

重な機会として置かれたと理解しており、教育実習

中は、実習の経験をいろいろな観点から分析する

ワークブックや実習ノートを作成して、そのワークブ

ックを元にして教職実践演習の中でグループで話

し合ったり、現代の教育的課題に現場がどういう風

に取り組んでいるか話し合う機会を設けていて、省

察に当たる。ほかにも事前・事後指導ではグループ

ワークも若干あるが、履修者が多いので講演が多

くなっている。講演を聴いてレポートを書く活動はか

なりしている。また、事前・事後指導の中で模擬授

業をひとりがやって受講者役の学生が批評をした

りで、そこに省察がある。 

1年生から現場に行って学んでくるものがあるの

でそれについて、「13の視座」という省察するため

の観点を伝えて、各自が入力をする。自分はこの視

座については理解できたとか体験できたなどを入

力して、数値化してグラフ化するシステムがある。1

年生だったらこの視座が重点だとか、教育実習に

なるといちばん視座が多いのだが、そうことを伝統

的にやっている。今はウェブサイトに入力している。

文言を少し変えたりはしているが、教育の根本が載

っているので、そう時代が変わっても大きく変わるも

のではない。 

先生が 1人で、生徒が

何人なのか、ゼミになる

とどうなのか 

事前指導だと教室ごとなので、4、50人規模に教

員が 1、2人。キャンパス内に附属学校があるので、

事前指導の中で実際に訪問して授業をふりかえる

チャンスはどこもあると思う。必ずやっているかと言

われると自信はないが。 

教育学部では幼、小、中高の実習の事前・事後指

導は 100人から 150人の規模の一斉講義で、

模擬授業はもう少し小さい単位にして何人かの教

員がつく。一般学部では実習生 300人くらいを

50人くらいに分けてやっている。教職実践演習は

20人を上限として開講している。 

1年生から現場に行く者は教育学部の全教員が

関わる体制を組んで、1学年に 400人くらいいる

が、20人に教員１人が事前指導と事後指導に付

く。教育実習についても教員が手分けして何らかの

形で関わっている。 

貴学の省察への取り組

みについて、先行事例や

好事例 

個々に優れた取り組みはあると思うが大学としては

思いつかない。 

個々にいいことはやっているが、省察のレベルまで

レベルアップする仕組みは準備していない。教育学

部では「自治教育研究」というのを 2年生で用意

していて、演習形式で複数の教員が関わりながら

理論と実践の往還の基礎を培うことをしている。 

「子ども理解活動」を立ち上げて始まったばかり。イ

ンターンシップで子どもと関わって学んだり、塾で

子どもと関わったり、サークル活動で子どもとレクリ

エーションをして、子どもは思うようにならないとか、

子どもからエネルギーをもらうなどの活動をおこな

い、レポートにして、それを認めていく動きがまだ 1

年目だが始まった。教育実習だと授業のでき具合
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のふりかえりが多いが、学童や家庭教師も含めて、

子どもからいろいろなものを得て、皆で共有化する

「子どもがから学ぼう、はじめに子どもありき」をキ

ーワードにして柱として立てている。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 

現在、貴学の教育実習

では、実習校や教育委

員会とどのような連携・

協働をしているか 

教育実習の方針そのものについて地元の教育委員

会と連携の場を持って話し合うことは特にしていな

い。附属学校の実習は必修で全員が行くので「教

育実習実施部会」という組織で、附属学校の実習

主任、実習に関わる大学関係者が一同に介して情

報共有、意見交換する場ですり合わせをしている。

教育委員会関係の公立学校での実習はすべて選

択なので、どちらかと言うと、こちらから「お願いしま

す」ということ。学生向けの教育実習の手引き以外

に指導教員向けの手引きも作っていて、ハラスメント

とかトラブルとか合理的配慮の部分は「よろしくお

願いします」としている。 

母校実習が基本なので、大学と実習校の協議・連

携は個別になっている。合理的配慮等については

事前に大学から実習校に連絡し、手引き的なもの

を実習校に送ってお願いをしている。トラブルの早

期発見に関しては学生に途中経過の報告書をイン

ターネットで「ホームズ」で提出させるようにしてい

て、それを確認しながら学生のしんどそうな声があ

れば個別に電話する。大きなトラブルがあれば教育

委員会に協力を求める。本学から多く実習に行く

ある政令都市の教育委員会では、教員養成校を集

めての会合が年に 1回行われていて、実習のあり

方について現場ベースからのお願いや、逆に大学

側からの要望を伝える場が設けられている。 

年に 1回「連絡協議会」で教育委員会や地区の

校長から１年間の実習を終えた後の声を聞いてい

る。学生の受け入れを依頼すると教育委員会が割

り振ってくれる。実務家教員が、実習終了後が終わ

ると実習生の評価を普通は郵送だが直に学校に

行って受け取ってくる。その時意見を聞いている。パ

ートナーシップを取ると、実習をさらに広げていく約

束もあって、無償で講演や指導助言に行く。日頃か

ら連携は取っているが、予算の関係で縮小してい

かないといけないところが現実にある。 

他県の教育委員会との連携は、こちらから担当が

行って、声を聞いている。 

学生の出身校で実習を

する場合は、実習校とは

どのような連携・協働を

しているか 

基本的に附属校で積み上げで必修以外は学生数

が多いので全員公立にお願いし割り振ってもらう。

事務レベルでは連携しているが、具体的にはやって

いない。中高は人数が少ないので母校でお願いを

していて、学生の指導教員が実習校と連絡を取って

挨拶に行く。一般的には円滑に終わるが、トラブル

があると実習担当がそこに介入する。 

実習校の割り振りは事前に教育委員会にお願いし

ている。訪問指導については実習校側が求めるか

どうかがある。教育委員会によっては訪問指導が

条件のところもあって、遠いところでも行く。 

受け入れの県では母校実習はしない方針がある。

他学部は自ら学生が行って、母校で実施している

場合もあるが、教育委員会が配属校を割り振りす

るので、母校は避けている。 

教育委員会と連携・協

働する場合、どのような

点に連携・協働するメリ

ットやむずかしさがある

か 

このようなことで連携・

協働できれば、教育実

連携するメリットは、教育実習指導者の能力。一般

の教員の資質・能力とは違ったものが求められると

思う。それが共有できるとハラスメントとかいろいろ

な課題が解消されていく。デメリットは教育委員会と

連携すると実践的、即応的なことを求められて、ある

いはその教育委員会の抱えている色が強いとそこ

が強調されて、大学が普段行っているような、広い

教育委員会との連携・協働に関して、都道府県か

市町村かで話が分かれる。一般学部の教職課程

では 300人くらいが教育実習をしているが、市町

村での教育実習が 100を越えるくらいのイメージ

なので、個々に連携を結ぶのは非現実的。 

実習校側も受入実習生が多いと大変なので非現

実的。政令指定都市や都道府県との連携・協働は

都道府県の教育委員会との連携では、大学で身に

付ける力などを話題にしていて、今は１人 1台端末

の活用について。小中高での活用は大学での教育

内容に関わるので、広い意味で教育委員会と連携

することはとても大事と思う。 
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習の質の向上に効果的

であるなどの提案があ

るか 

意味での真理の追求というようなところが弱まって

しまう。そのバランスを上手に作っていかないと、現

場の権勢に巻き込まれていくのは本意ではない。 

多少あり得るかもしれない。実際に現在会議を年

に 1回開いている政令都市とはまとまった議論が

できているので、ある程度大きなところだと連携・協

働の具体的なイメージは持てる。 

以上 
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質問 1 教育実習の柔軟な履修について 

貴学の教職課程におい

て、中教審答申が示して

いる案のように、長期間

まとめての履修だけでは

なく、どのような柔軟な

履修方法の可能性が考

えられるか 

教育実習の実施を早め

ることは可能か 

このことを実現するため

には、どのような条件や

環境などを整備する必

要があるか 

本学では実習は主に 4年生で行っている。4年生

の実習を 3年生に移動することは不可能ではない

が、カリキュラム改訂などかなり大きな血を流さな

いといけない。かなり多くの先生方の不満を招く内

容なので難しい。本学の教育学部以外の学部では

民間企業への就職が多く、それとの関係があって、

実習を考慮したカリキュラムや授業暦を作るのは難

しい。根本的な条件整備は簡単には思い浮かばな

い。 

教育実習の時期は 4年生の春と秋と 2つに分か

れている。教育学部の学生は主に春に小学校に 4

週間の実習、秋に中学校に 2週間の実習が一般

的だが、学校との兼ね合いで中学校の実習は 3週

間になったり 4週間になったりすることもある。 

教育学部以外では、主に社会科、国語、英語の免

許が多いが、実習は秋に 4週間やることが多い。 

本学は中、高校の免許が主体で、実習は 4年生の

5、6月か 9月、10月。春が 8割以上、秋は 1割

強。どちらもほぼ 3週間だが、高校のみ免許の場

合は 2週間で終わる実習校もある。本学は開放制

で、各学部・学科の専門の勉強がメインなので、4

年生の実習を 3年に下ろすのは不可能。教育実習

の前提条件をかなり厳しくしているので、3年生に

下ろすと 3年生までの間にやることはほぼ無理。実

習校に的確な人物を送り込む責任からこういう条

件を課している。逆に言うと、早い段階で教育実習

に送り出すことにはかなり危惧を感じる。民間就職

が多いが、3年生に実習を下ろすと逆効果で、教

育実習に行かない学生が増えると認識している。た

だ、初等教育に特化した講座も本学にはあるので、

そこでは 3年生で実習をやっている。 

Q大学が言ったことがいちばん致命的で、本学で

も 500人くらい実習生が行っているが、教育委員

会で 3年生の実習はほぼ受け入れていない。 

本学は教育学科と教育学科以外の開放制の学科

とがあり、実習時期は春の 5月、6月頃と、9月、

10月。教育学科の場合は 2校実習、初等と中等

と両方の学生もいて、春と秋で 1回ずつ行く。1校

の学生は実習校の状況次第で、春か秋に行ってい

る。期間は、初等は 4週間、中学校は 3週間、高校

だけの人は 2週間。実施を早めることは P大学と

同じで、実習を許可する条件として 3年生までに

多くの科目を取ることを求めているので、そのハー

ドルを低くするのはどうなのかという議論があり、な

かなか難しいところ。今でも実習校から学力不足や

準備不足を指摘をされている中で、ハードルを下げ

るということができるのか懸念がある。年間 500

名くらいの実習生がおり、もし前倒しして 4年生を

3年生にした場合、移行年に 1、000人を受け入

れてもらえるのか、教育委員会に認めてもらえるの

か、なかなか難しい。 

早い学年から「学校体

験活動」を取り入れて教

育実習の一部に含める

ことは可能か 

このことを実現するため

には、どのような条件や

環境などを整備する必

要があるか 

20年ほど前から学校体験活動に類する活動を行

っているが、単位化はしていなかった。文科省から

のこのメッセージを受けて、単位化の仕組みを 4月

から作った。将来的には、教育実習の一部として学

校体験活動を位置付ける可能性はあり得るが、教

育実習の一部の単位としてカウントすることは、それ

相応の議論がこれから必要で、簡単ではない。ま

た、学校体験活動はボランティアなので、派遣先の

学校の考え方によって、活動の質がかなり大きく違

うことが予想され、その違いにどこまで対応できる

かが難しい。ボランティアよりも観察実習の形で位

学校体験活動は質の保証と活動機会の確保が厳

しい。1学年 1、000人弱の実習生がいるので、必

修化はまず難しい。学校体験やインターンシップは

いくつかクラスを開放してやったり、中高免では教

科内容に特化したインターンシップを実施している

が、実施できて 1 クラス十数人。本学の規模での

必修化は難しい。教育実習の本来の内容とは違う

ので、組み込むのは避けるべき。 

2年生の独自科目でインターンシップを単位化して

いる。半期 1単位で、通年で 2単位。教育学科で

は小中で必修で、インターンシップに行かないと、免

許が取れない仕組み。年間２０日くらい、学校で終

日活動している。その仕組みを学校体験活動に振

り替えることはできると思っているが、学校体験活

動を実習とすることがいいかどうかはまだ議論して

いないので、これからすることになる。 
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置付けた方がいいのではないかということも話題

になっている。 

ほかのグループでは学

校体験活動の評価のし

方について発言をする

先生もいたが、それにつ

いてはどうか 

結論から言うと問題点は何もない。なぜかと言うと

元々20年前からやっている活動自体が単位化さ

れておらず評価の対象ではないので。この度単位

化することになり、大学での指導も 12時間程度あ

るので、そのことについては特に難しさとかは話題

にはなっていない。 

教育実習ですら実習校によって評価基準が変わっ

たりするので、実習校の成績をそのまま成果につけ

ずにワンクッション置くような仕組みで何とか質の

平坦化を担保しているのだが、学校体験活動を実

施した場合実習校側の時期、状況、管理者の価値

観などいろいろなものが加味されるので、評価をす

るとしても活動をやった・やっていないとか、何時間

活動したなどだと思う。先ほど質の保証と言ったの

は、教育実習は経験上まだ評価基準があるが、分

散して学校体験に変えてしまうと、教育実習で測れ

ていた最終的な判断材料が減るので、質の保証が

無理と思う。学校が評価するときにある程度心情的

なものが入ってしまったりするが、そこで負担を学校

側に押しつけることも心配。 

今のインターンシップの評価は、インターンシップの

内容と、活動校からの報告内容、学内指導の授業

も踏まえて総合的に大学教員がおこなっている。 

教育実習の実施を分散

化させることは可能か 

どのような分散のパター

ンが可能か 

分散化するためには、ど

のような条件や環境な

どを整備する必要があ

るか 

一般的な国立大学のカリキュラムと比べると本学

の場合は 4年生の履修単位数がかなり少なくて、

その分 1、2、3年生での履修単位数が多いことが

特徴で、民間企業の就職もあるからかと思う。分散

型は結構ハードルが高い。今 4年生でやっている

ことを 3年生に移すというのは、3年生の授業を 4

年生に移さなければならない。大きなカリキュラム

改訂が必要で、かなり揉める可能性が予想される。

環境をどう整えるかはひと言では言えない。 

分散する対象によると思うが、今やっている教育実

習の 4週間のうちの半分の 2週間を 3年生でや

るというのは、極めて難しい。ただ 4週間のうちの

1週間を観察実習として位置付けるのであれば話

は別で、さほど困難ではない。 

困難ではなく無理。開放制は各学部・学科の専門

教育が基本にある。そのカリキュラムは当然昨今の

文科省の指導でいろいろなポリシーで、かなりしっ

かりとしたカリキュラムが組まれている。その中で分

散を組み込むことは非常に困難。民間の就職活動

が早まっているので、せっかく今は集中しているか

らこそ、「この期間だけは民間に対して実施を優先

します」と押しがきくが、企業側が必ず優先してくれ

るという確約があればよいが現在でも通達を無視

している民間企業が多数ある中で、無責任にそれ

を推奨することはできない。それと学校とのマッチン

グで、分散していくことで学校側をどう確保していく

のか、週 1回受け入れる学校があるのか。運営側

で、教職大学院でも担当して週 1の実習の調整に

はかなり苦難があったが、学生が数十倍に増えた

場合はまず無理。 

教育実習を分散して 2回に分けることは無理。いろ

いろな調整も 2倍になって難しい。ただ先ほど言っ

たインターンシップを学校体験活動にした上で、学

校体験活動と残りの教育実習という形の分散とい

う形であればまだ可能性はある。それは今実際にや

っているので、これをもう少し仕組みを整備すれば

可能性はある。 
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決まった曜日に教育実

習をすることはどうか 

 

 

 

無理。教授会でもわかった。関連した事例として、

「何とか教師塾」というのを教育委員会でやったと

ころがあるが、あれですら本学は拒否した。教育委

員会が指定する曜日に学生さんを出すことは、学

校のカリキュラム上無理だとはっきり言わないとい

けないので申し上げた。 

本学ではインターンシップのために、学部を起ち上

げるときに木曜日は授業を空けて、2年生の授業

がない日が作られた。なので今できている。そのと

きは時間の調整にすごく苦労したそうなので、通常

から週 1日空けるのは相当難しいと思う。1日空け

たことによって、曜日の時間割の制約が厳しく融通

がきかない。月火水金に集中してしまっている。 

早期化や分散化といっ

た教育実習の柔軟な履

修には、どのようなメリッ

トやデメリットがあるか 

分散する実習はとても魅力的だと個人的には思っ

ているが、全体として整えないといけないことが数

多くあり、教育系の国立大学のようにカリキュラムを

教育実習を意識したものにすることが本学の場合

はかなり難しく、大学教員の勤務にもかなり影響を

与えることがあるので、簡単ではない。 

中高の教員免許には専門の知識が必要という前

提がある。教員養成と開放制、私立の学生の人数

と国立の人数、附属学校の有無などの条件で整理

してほしい。本学の場合メリットはもちろんある。学

生には 4年生の採用試験に備えて 3年生で実習

に行っておくのはメリットだが、これを導入するには、

「事情に応じて好きな方を選んでね」、「できるとこ

ろはやってね」という感じであればできるところはや

ると思うが、一律に分散はかなりの反発と、逆に教

員志望者の縮小になると思う。デメリットは 3年生

で実習に行くとそこで幻滅して教員になるのを止め

る学生が増えるような気がする。現在は 4月だから

こそ後がない状態で教員志望になっているので、

現状を考えるとデメリットの方が、教員志望者を減

らすようなことを気にする。現在のように 4年生春

学期で実習する方が、学生さんも履修計画が立ち

やすいし、立ちやすいところは維持した方が基本は

いいと思う。 

メリットは教育学部の学生だと初等で 4週間と中

等で 3週間、全部で 7週間実習に行かないとい

けないことがあるので、そこの部分で若干学校体験

活動とかで前倒しができていれば、2週間程度負

担を減らすことができて、そういう意味ではメリット

になる。それ以外の学部や実習の行き先によってう

まく科目を設定しないと、初等や中等の区別が複

雑になる。学校体験活動に小学校に行った、中学

校に行ったと、カリキュラムなりいろいろなところが

複雑になってしまうので、そこはうまくやらないと大

変になる。デメリットかどうかはわからないが、採用

試験も 3年生で前倒しになっているときに、実習も

前倒しになると、結局また重なるのでは。これがメリ

ットなのかデメリットなのかはわからない。4年生の

負担を分散するという主旨と思うが、結局それが両

方とも 3年生に移っちゃったら、結局また重なってし

まう。 

質問 2 理論と実践の往還について 

貴学の教職課程におい

て、省察あるいはふりか

えりをしているか 

省察について理解する、

省察の技法を身に付け

る、あるいは省察を実際

省察について取り入れているかと言われると何か

特別なものを話さなければいけないような印象が

あるが、基本的にはふりかえって自分自身で文章

を書いてみるとか、あるいは教育実習に行った後で

あれば研究授業のときの学習指導案を修正してみ

るとか、あるいは自分が教育実習あるいは学校体

O大学と等しい。教職課程をもっているところは当

然やっているべきこと。ただ「省察」という言葉を使

っているかと言われると使ってはいないが、教育実

習のふりかえりは当然、教育実習の事前指導で授

業の自分のふりかえりをしなさいとか、実習ノートに

「自分の授業の観察を現場の先生だとか同じく行

実習の事前・事後指導で P大学と同じようにやっ

ている。対面での指導が基本だが、実習中に連絡

が取れるようにWeb上のシステムを使って本学の

担当の教員と学生が連絡を取れるような仕組みを

入れているので、学生と教員がメールではないが、

システム上でやり取りをしているということはある。
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におこなうなど、授業や

教育実習の事前・事後

指導などにおいて取り

入れていること 

験活動等で体験したことについて事例を挙げて、そ

れについて理論的な枠組みを用いて解釈し直して

みるとか、そういうことが質問に対する答えになるか

なと思う。 

 

った実習生にしてもらいましょう」となっていて、事後

指導でどこででもやっているはず。教職実践演習も

全般のふりかえりも含めている。 

基本的には対面で、一部はメールでやっていること

もある。 

「今日は休みます」とかの連絡ができるようにはし

ている。あとは、先ほどから出ているインターンシッ

プを単位化していることがあるので、学生 20人前

後くらいに 1人ずつ担当教員がついて、担当教員

が活動校に訪問して観察したり、学内で指導をして

いる。そういったところで省察と言うのかわからない

が、実践と理論の往還ということで言えば、そういっ

たところで 2年生は体験する機会がある。 

何年生でどのような省

察の活動をしているの

か 

教育実習では、実習生の研究授業に必ず教員が

行き、1時間につき 1時間くらいの指導をする。指

導では学生に省察をさせ、学生にふりかえって考え

を述べて整理させる。事後指導では、およそ 5時間

の授業をふりかえったり実習をふりかえったりして、

自分でまとめたり、他の学生と交流をしたりする。 

教員 1人に対して、年間で言えば 15人くらいの

学生が配当される。だから 1：15 という言い方もで

きるが、その 15人はほぼ違う学校に配当されるの

で、どの学校に行っても教員 1人に対して学生 1

という関係である。 

学校体験活動は基本的には教育実習と同様で、1

つの学校に配当される学生が 5人とか 10人とか

複数いるので、その 5人とか 10人の学生に対し

て教員が 1人つく。活動前に引率して学校に挨拶

し、情報交換をおこない、活動中に一度その様子を

参観に行き、学生が戻ってきたときにふりかえりを

する。 

単位化により、これを少し大規模にして、事例研究、

ケーススタディを加えて自分の活動をふりかえる活

動を行っている。教員１人に対して学生が 5人～

10人だが、学校訪問はだいたい 2、3校担当する

ので、2、3倍になり、教員１人に対して学生数 20

～25人くらい。 

教育実習のクラスは 35 クラスほどあって、教員 1

人に対して 4人～20人と幅がある。事後指導の 3

コマ、100分×3 コマの中でそれぞれ省察は行わ

れる。実習ノートに書いてある自己ふりかえりの項

目がいくつかあるが、それをベースにしてグループ

ワークをおこなう。人数が少ないクラスでは、自分が

やってきた研究授業を事後指導の中で披露するこ

ともあるし、教職実践演習と同じ教員が担当する仕

組みを作っているので、その中で教職課程全体を

ふりかえり、全員が模擬授業をもう 1回やるなど、

人数に応じた対応をしている。 

 

教育実習の授業のクラスは 20名～30名くらいの

学生でやっている。授業は通年で設定しているの

で、事前指導をやってから事後指導をしていくとい

う順番で順次やっていると思う。授業の担当教員が

必ずしも学生の学校訪問に行く形にはなっておら

ず、学籍番号や学科でクラス分けをしていて、時間

割の関係で訪問に行けないことがあるので、訪問

の担当の割り振りをしている。近隣の学校には行く

が、遠方の学校には行かない。他大学さんとは違う

やりかたかと思う。 
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貴学の省察への取り組

みについて、先行事例や

好事例 

特徴的かどうかはわからないが、教職科目につい

ては一覧表を作って学生が自分の用紙に評価を記

入して、学習して印象に残ったことをすべての授業

において 1年生から卒業するまで行っている。 

各教科教育法で人数に応じて模擬授業をやってい

るが、今や古典的な手法だが、マイクロティーチング

のクラスをいくつか開講して、模擬授業を録画して、

それをオンデマンドでふりかえる。以前は、オンデマ

ンドで収録した模擬授業の様子を OB とか OGが

見て評価するということをやっていた。システムが変

わって版権とかいろいろ出てきた。教材理解につい

て厳しい批判を受けていい授業だった。担当教員

が退官で難しいが、倣いたいという希望はある。 

教職実践演習を 12月の末に集中講義で 3日間

やっている。、学科をシャッフルしてクラス割りし、他

学部の接点のない学生同士で話したり、違った発

見があるかと思う。これは特徴の１つと思う。 

教育委員会の人や卒業生に話をしてもらっていて、

これも良いが、卒業生の場合は時期的になかなか

難しく、最近は事前収録の動画を流している。 

質問 3 実習校や教育委員会との連携・協働について 

現在、貴学の教育実習

では、実習校や教育委

員会とどのような連携・

協働をしているか 

たとえば教育実習の目

標や評価の共通理解、

実習生の合理的配慮や

実習トラブル、ハラスメン

トなどへの対応、大学の

指導教員と実習校の実

習指導教員が協議した

り、教育委員会と大学が

会議体を持ったりするな

ど、どのようなことについ

てどのようなやり方で連

携・協働しているか 

最寄りの市の教育委員会や県教育委員会と協定

を結んで、教育実習のあり方、あるいは研修等も含

めながら年にそれぞれ 2回、3回会議を行っている

し、必要に応じて教育委員会の方に相談に行った

り、お願いに行ったり、お話をさせて頂いたり、ただ

単に情報交換に行ったりで、年間にたぶん 7、8回

は伺っている。それに付随して、いろいろな行政的な

仕事と言うか、頼まれることも当然ある。 

実習生の合理的配慮や実習トラブル、ハラスメント

はそれなりにある。少し難しい学生や心配な学生

は、附属に配当することもあるし、市教委の方に相

談することもある。本学の卒業生の校長先生のとこ

ろにお願いすることもある。 

地元で実習をする学生も当然いて、かなり遠方の

ことも当然ある。学生は教育委員会の方の話を伺

う機会がそれ相応に用意されていて、年間に 90

分の話を伺う機会が 10回～15回くらい設定され

ている。その中には授業の一環として行われるもの

もあれば、単位の対象にならないものもある。 

本学の教員が実習校にご挨拶に行くだとか、教育

委員会の求めている人材像を、事前・事後指導と

は別途に学生に指導して派遣している。実習後は、

教育実習の事後指導とは別に協力教員が教育委

員会に話をしている。実習受入を教育委員会に依

頼して、配置もご協力頂いている。 

ハラスメント云々については他大学も一緒だと思う

が、多々発生する。かなり厳しいものも発生する。そ

れについては、教育委員会もしくは実習校に対して

教員が対応している。 

某政令指定都市や某県の教委からは、実習に協力

するので説明会に来ることを求められる。教育委員

会として求める教員像があるので、「実習までには

こういったことをしてほしい」という要望について意

見を求められる。教育委員会としてはアリバイ作り

だと思うが、積極的に参加させて頂いている。 

実習の手続きで申込とか受け入れて頂くための手

続きとして教育委員会と関わる。先方から「そういう

風にしなさい」ということはやっている。「説明会を

やるから来て」と言われれば行くが、本学から積極

的に「来てください」とお願いしていることはない。ト

ラブル云々は実習校から連絡が来たときは、基本

的には大学の教員に入ってもらって、なるべくそこで

学校とうまく、特に実務家教員がうまく話をつけて

何とかやって頂いている。 

学生の出身校で実習を

する場合は、実習校とは

母校実習をする学生もいるし、しない学生もいる。

主免許を 1つ定めていて、主免許取得の実習は母

校ではさせない。主免許以外では母校実習もある。

実習生のうち母校実習が 8割を占めていて、基本

的には丁寧な対応がしにくいのが現実。ただ、細か

い指導をして頂くために実習ノートをかなり充実さ

本学では母校実習を認めている。結構な数が母校

に行っているが、母校か母校じゃないかはあまり気

にしていなかった。母校だと遠方になる可能性が高
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どのような連携・協働を

しているか 

全体として 2割～3割程度。母校実習での日常的

な指導としては特に何も設定していない。 

せている。実習校からは不評で、書くことが多いの

で。例年減らすように要望が来るくらい緻密で、評

価表もかなり細かくして、丁寧に見て頂くようにお

願いしている。母校実習では途中で連絡を取るな

どは行っていない。本当は行った方がいいが数百

人規模なのでできないのが現状。 

母校実習先の先生は実習生の学力の保証ができ

る。この学生は、まず教科指導ができて、加えて部

活の指導ですねと。そこまで体験するので母校実

習は双方にメリットがある。逆に母校実習を推奨し

てほしい。母校実習をネガティブに考える意味がわ

からない。基本的に本学は母校実習で動いていて、

希望する場合には自治体に斡旋するが、母校の方

が学生を知っているのでこの単元を担当させようと

か、適切に配当してくれるのがありがたい。 

いという理解はしていたが、母校じゃなくても基本

的には同じ対応でやっている。近隣の学校であれ

ば当然教員も派遣するし、遠方で行けないところで

あれば、母校だろうが母校でなかろうが行かない。

母校実習が良くないと言っているが、学校現場では

実際卒業生でないと受け入れないところがまだあ

る。かわいそうな学生は母校に行くと「卒業生だか

らダメです」と言われて、隣の学校に行ったら「卒業

生でないからダメです」と言われちゃって、どうする

んだという子も出たりしたことがあった。その辺は○

か×かをハッキリしてもらった方がいいと思ったこと

もあった。 

教育委員会と連携・協

働する場合、どのような

点に連携・協働するメリ

ットがあるか 

どのようなところに連

携・協働するむずかしさ

があるか 

このようなことで連携・

協働できれば、教育実

習の質の向上に効果的

であるなどの提案があ

るか 

あくまでも教育実習に貢献するという条件付きです

よね？ 

教育実習に限ると話としてはしにくいこともあるが、

本学では年間に 1回地域の小学校の校長会に参

加し、教育実習や学校体験活動に関わるお話やご

要望を伺っている。 

令和の養成・採用・研修に関わる話があるが、この

手のものに関わっていなくてもいずれにしても文科

省の研究助成や事業助成みたいなのを受けるとき

には必ず教育委員会との連携状況を問われるの

で、連携をせざるを得ない。積極的に連携をしなけ

れば、文科省とそういう付き合いはできないというこ

とになる。 

教育実習にとってやはり連携した方がいいのは事

実で、実習校の確保が難しい場合に斡旋してくれ

るのはありがたいし、実習校の質の保証といったと

きに教育委員会がバックグラウンドで担保してくれ

る。 

教員養成で日本全体のことを考えると、地元の大

学生を地元で採用するのではなく、広く教育委員

会と連携できるような仕組みを作ってもらって、「ど

こどこの県では実習生を来年度何名受け入れた

い、寮なんかも確保するのでどうですか」ということ

をアナウンスしてもらえれば、そこの出身の学生も

行けるだろう。教育委員会が広く、地元出身の学生

を採用するのではなく、ほかの地方からの学生も教

育委員会が採用できるような、地元の魅力なんか

を実習生に体験させて頂けると、地産地消ではなく

広くグローバルで考えて、そこの地で学生が採用試

験を受けたいと思える実習の仕組みを作ってもらえ

るといい。 

実習としては特に連携はないが、先ほど言ったイン

ターンシップをおこなうにあたり、いくつかの自治体

と連携協定を結び、その一貫としてインターンシップ

を受け入れて頂くという形で市町村の教育委員会

とやっている。その学生が良ければそのまま 3年生

でボランティアをやって、その学生の教育実習を引

き受けると言ってくれる学校も出てきている。 

個人名を出さないで実習の申請をするが、ボランテ

ィアをやっていると言うと受け入れてくれる。今まで

は受け入れが低かったところでも、ほぼ全員受け入

れてくれる自治体も出てきている。 

実習の前段階のインターンシップで連携して、学生

がちゃんとやれればいい印象をもってもらえて、学

生も慣れた学校で実習ができるのはメリットだし、

受け入れてもらいやすくなるかも。そういうメリットは

あるかと思う。 
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質問 O大学 P大学 Q大学 

採用試験の説明に地方の都道府県から来るが、残

念ながら学生はあまり行かない。その地元の魅力を

知らないのがよくない。魅力を知るには実習がいち

ばんの伝える場なので。広く募集、斡旋してくれる

仕組みがあればいい。U ターンや I ターンで学生に

来てほしいという地方の学校もあるので、そんな仕

組みを国に作ってもらえると、逆に教育委員会で実

習生の取り合いが起こっていいかなと思ったりす

る。 

教育委員会や実習校と

の連携・協働について、

先行事例や好事例 

学校体験活動はある特定の市教委にお願いして全

員引き取ってもらい、指導主事が配当までしてくれ

る。注意等が必要な学生について情報共有をする。 

  

最後に伝えたいこと  開放制、初等と中等、では仕組みや学生の気持ち

が全然違うので、それらを分けて意見集約していか

ないと、一緒にすると全然意味が変わってくる。 

 

以上 
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おわりに 

 

  「理論と実践の往還を通じた教育実習等の在り方に関する研究【グループインタビュー調査結

果】」をご一読いただきありがとうございました。 

  本調査結果について，ご質問，ご意見等がございましたら，奥付の連絡先までお知らせいただき

ますれば幸いです。 
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